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市
政
の
方
針
と
予
算
の
概
要
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３
月
３
日
俄
、
平
成
　
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
に
お

２０

い
て
、
能
登
芳
昭
市
長
は
、
市
民
の
皆
様
と
力
を
合
わ

せ
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
「
市
民
対
話
」
を

基
本
に
し
た
市
民
本
位
の
市
政
の
実
現
を
め
ざ
し
て
全

力
で
執
行
す
る
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

平
成
　
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
富
良
野
市
財
政
健

２０

全
化
計
画
に
よ
る
歳
出
の
抑
制
と
重
点
化
を
進
め
、
一

般
会
計
で
１
０
６
億
１
０
０
０
万
円
（
前
年
度
対
比
△

　
・
５
％
△
　
億
５
０
０
０
万
円
）、
全
会
計
で
は
１
８

１３

１６

３
億
８
５
９
０
万
円
（
同
　
・
４
％
△
　
億
８
０
４
０

１７

３８

万
円
）
の
緊
縮
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
　
年
度
の
市
政
執
行
方
針
と
教
育
行
政
執
行
方
針
、

２０

予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第１回定例議会（３月３日）で市政執行方針を述べる能登芳昭市長
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は
じ
め
に　
　
　
   

　

私
は
就
任
し
て
３
年
目
を
迎
え
、

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
一

段
と
厳
し
さ
を
増
す
中
、
市
民
の
皆

様
と
力
を
併
せ
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
「
市
民
対
話
」
を
基
本

理
念
と
し
、
市
民
本
位
の
市
政
の
実

現
を
め
ざ
し
て
、
全
力
で
市
政
運
営

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

明
治
維
新
、
戦
後
改
革
、
第
三
の

改
革
で
あ
る
平
成
の
改
革
は
、
そ
の

時
代
を
大
き
く
変
貌
さ
せ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
日
、
国
・
地
方
を
合
わ

せ
た
未
曾
有
の
債
務
残
高
、
人
口
減

少
社
会
に
お
い
て
一
層
加
速
す
る
少

子
高
齢
化
、
そ
し
て
各
地
域
は
グ

ロ
ー
バ
ル
な
都
市
間
競
争
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
時
代
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
代
に
対
応
し
て
い
く

た
め
に
は
、
地
方
分
権
改
革
を
一
層

推
進
し
、
自
主
・
自
立
の
決
定
や
無

駄
を
排
除
し
、
効
率
的
な
行
政
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
市
民
と
協
働
の
新

た
な
発
想
と
積
極
的
な
行
動
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

私
は
、
今
後
と
も
人
間
性
豊
か
な

地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
、
市
民

の
知
恵
と
工
夫
を
結
集
さ
せ
、
市
民

誰
も
が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
う
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
的
な
考
え
方

　

我
が
国
の
経
済
は
製
造
業
の
輸
出

が
景
気
の
回
復
の
け
ん
引
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
製
造
業
が
少
な
く
公
共

事
業
へ
の
依
存
度
が
高
い
道
内
は
景

気
回
復
が
遅
れ
、
雇
用
環
境
も
厳
し

さ
を
増
し
、
都
市
と
地
方
の
地
域
格

差
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
地
方
自
治
体
は
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
地
域
の
疲

弊
が
課
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
要
因
は
、
中
央
集
権
的
な
体

制
の
下
で
、
行
政
も
住
民
も
自
ら
の

力
で
判
断
す
る
習
性
が
希
薄
な
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
権
限
や
税
源
を
行

政
が
自
ら
の
責
任
の
下
で
的
確
に
推

進
す
る
こ
と
は
、
時
代
の
必
然
的
な

流
れ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
自
治
を
確
立
す
る
た

め
、
自
助
・
共
助
・
公
助
を
基
本
と

す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
、
真
の
分

市
政
執
行
方
針

権
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

行
政
の
自
己
決
定
・
自
己
責
任
を
果

た
す
と
と
も
に
、
行
政
効
果
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
市
民
本
位
の
市
政
運
営
を
信

条
に
、
市
民
と
行
政
の
信
頼
関
係
を

築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
変
革
す
る
社
会
環
境
の

時
代
に
向
け
て
、
市
民
本
位
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
市
政

に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
述
べ

た
い
と
存
じ
ま
す
。

１
点
目
は
、
市
民
対
話
と　

情
報
開
示

　

市
政
へ
の
信
頼
は
、
市
民
対
話
と

情
報
開
示
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
私
は
地
域
に
積
極
的
に
出

向
き
市
政
に
つ
い
て
率
直
な
意
見
交

換
を
行
い
、
対
話
を
通
じ
政
策
づ
く

り
を
進
め
る
な
ど
開
か
れ
た
市
政
運

営
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
の
共
有
を
徹
底
し
、

市
政
に
対
す
る
市
民
の
皆
様
の
理
解

と
参
加
を
進
め
て
行
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
私
は
市
政
の
現
状
を

率
直
に
伝
え
、
説
明
責
任
を
果
た
す

と
と
も
に
、
よ
り
一
層
透
明
性
の
高

い
情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

２
点
目
は
、
財
政
の
健
全
化

と
行
財
政
改
革
の
推
進

　

地
方
財
政
の
早
期
健
全
化
に
向
け

た
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、

自
主
性
と
自
立
性
の
あ
る
行
政
運
営

が
益
々
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
く
財
源
不
足
の
中
に
お
い
て
、

貯
金
に
依
存
し
な
い
持
続
性
の
あ
る

財
政
の
確
立
は
、
自
立
の
た
め
の
基

盤
で
あ
り
、「
富
良
野
市
財
政
健
全
化

計
画
」
に
よ
り
、
身
の
丈
に
あ
っ
た

問合せ　■市政執行方針　
　　　　　企画振興課　拶３９‐２３０４

山部で行われた市長出前トーク

１７会場で行われた「市長と語ろう地
域懇談会」
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を
は
じ
め
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

の
下
、
情
報
の
発
信
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を

進
め
、
定
住
及
び
都
市
と
農
村
の
交

流
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４
点
目
は
、
富
良
野
広
域
連

合
の
設
立

　

富
良
野
広
域
連
合
の
設
立
に
向
け
、

富
良
野
広
域
連
合
準
備
委
員
会
で
協

議
を
重
ね
、
平
成　

年
度
に
設
立
、

２０

平
成　

年
４
月
か
ら
事
務
処
理
を
開

２１

始
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

広
域
連
合
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

共
通
的
な
事
務
の
集
約
に
よ
る
経
費

の
縮
減
と
広
域
的
な
行
政
課
題
を
総

合
的
に
展
開
し
、
富
良
野
圏
域
に
お

け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

広
域
連
合
に
よ
る
行
政
実
践
の
積

み
重
ね
と
信
頼
関
係
の
醸
成
が
、
今

後
の
富
良
野
圏
域
の
将
来
に
向
け
た

土
壌
づ
く
り
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

５
点
目
は
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化

　
「
新
富
良
野
市
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
」
は
、
平
成　

年
度
に

２０

国
の
認
定
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、

駅
前
地
区
、
協
会
病
院
跡
地
、
く
に

い
跡
地
の
三
軸
を
滞
留
拠
点
と
し
て

回
遊
性
を
も
た
ら
す
中
心
市
街
地
の

に
ぎ
わ
い
の
創
出
、
商
業
活
性
化
の

推
進
、
ま
ち
な
か
居
住
の
推
進
を
目

標
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
富
良
野
市
中
心
市
街
地
活

性
化
協
議
会
と
連
携
し
市
民
と
の
合

意
形
成
に
よ
り
策
定
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

な
お
、
協
会
病
院
跡
地
利
活
用
は
、

民
間
活
力
に
よ
る
整
備
計
画
の
策
定

に
取
り
組
む
予
定
で
あ
り
ま
す
。

６
点
目
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ア
カ
デ
ミ
ー
（
農
業
学
校
）

　

平
成　

年
７
月
、
地
域
再
生
計
画

１９

「
ふ
ら
の
食
農
体
験
構
想
」が
内
閣
府

よ
り
認
定
さ
れ
、
旧
樹
海
東
小
学
校

跡
地
に
平
成　

年
４
月
か
ら
株
式
会

２０

社
ジ
ャ
パ
ン
バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ム
に
よ

る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
が
開

校
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
市
・

地
域
・
事
業
者
が
連
携
す
る
こ
と
で

地
域
の
活
性
化
と
地
域
振
興
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
の
主
要
な
施
策

　
「
富
良
野
市
総
合
計
画
」（
平
成　
１３

年
度
〜
平
成　

年
度
）
は
、「
選
択
と

２２

集
中
に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
」
を
視
点
に
平
成　

年
度
に
見
直

１９

し
を
行
い
ま
し
た「
後
期
実
施
計
画
」

（
平
成　

年
度
〜
平
成　

年
度
）に
よ

２０

２２

り
各
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
下
、
平
成　

年
度
の
主
要
な
施

２０

策
に
つ
い
て
、
総
合
計
画
の
６
つ
の

項
目
に
分
け
て
そ
の
概
要
を
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る
　
　

健
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

地
方
分
権
改
革
を
進
め
る
中
に

あ
っ
て
、
今
ま
で
以
上
に
市
民
に
信

頼
さ
れ
、
自
立
と
責
任
を
果
た
す
行

政
を
め
ざ
し
、
市
民
と
行
政
が
情
報

を
共
有
し
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

情
報
の
共
有
と
市
民
参
加

　

情
報
の
共
有
と
市
民
参
加
に
つ
き

ま
し
て
は
、
自
主
・
自
立
の
分
権
型

社
会
に
お
い
て
、
市
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。

　

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
、

「
富
良
野
市
情
報
共
有
と
市
民
参
加

の
ル
ー
ル
条
例
」
の
運
用
、
市
長
と

安
定
し
た
財
政
運
営
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
財
政
改
革
に
つ
き
ま
し

て
は
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
た
め
に
、

市
民
と
行
政
の
役
割
分
担
を
検
討
し
、

相
互
の
共
通
認
識
を
醸
成
し
な
が
ら
、

事
務
事
業
の
見
直
し
、
職
員
の
意
識

改
革
や
人
材
育
成
、
民
間
活
力
の
導

入
、
市
民
と
行
政
の
協
働
な
ど
「
富

良
野
市
行
政
改
革
推
進
計
画
」
や
富

良
野
市
行
革
推
進
市
民
委
員
会
の
意

見
書
に
よ
り
、
引
き
続
き
積
極
的
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３
点
目
は
、
農
村
観
光
都
市

の
形
成

　

豊
か
な
自
然
景
観
を
生
か
し
、
農

業
と
観
光
の
融
合
に
よ
る
地
域
振
興

を
め
ざ
し
、
都
市
と
農
村
の
交
流
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

恵
ま
れ
た
大
地
で
営
ま
れ
る
農
業

と
美
し
い
農
村
風
景
、
豊
か
な
自
然

景
観
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
と
連
携
し

た
観
光
、
こ
の
３
つ
が
融
合
し
都
市

と
農
村
の
交
流
が
促
進
さ
れ
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。「
食
観
光
」、

「
体
験
観
光
」、「
自
然
観
察
体
験
」、

「
エ
コ
観
光
」の
さ
ら
な
る
振
興
を
図

る
た
め
、
既
存
の
観
光
資
源
に
加
え
、

生
活
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
す
る
と

と
も
に
、
情
報
発
信
や
総
合
的
な
受

入
体
制
を
確
立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
定
住
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
北
海
道
移
住
促
進
協
議
会

協会病院跡地
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体
共
同
シ
ス
テ
ム
（
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
）
を

利
用
し
、
各
種
手
続
き
に
つ
い
て
電

子
申
請
対
応
と
様
式
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

の
拡
充
に
努
め
、
市
民
の
利
便
性
向

上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

心
豊
か
に
学
び
あ
う
　

ま
ち
づ
く
り

　
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
と
豊
か
な

心
を
育
て
、
ま
た
、
郷
土
に
根
ざ
し

た
個
性
あ
ふ
れ
る
文
化
の
創
造
に
努

め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い

を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

生
涯
学
習

　

生
涯
学
習
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
高
度
化
、
多
様
化
す
る
学
習

ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
学
習
活
動
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
環
境
教
育
・
自

然
体
験
学
習
な
ど
「
い
つ
で
も　

ど

こ
で
も　

だ
れ
も
」
が
学
習
す
る
こ

と
が
で
き
る
学
習
機
会
の
拡
充
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育

　

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
知
・
徳
・
体
」
の
調
和
の
と
れ
た
児

童
生
徒
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
達
の
成
長
の
基
礎
と
な
る
食

育
を
推
進
し
、
さ
ら
に
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

し
っ
か
り
担
い
、
相
互
に
連
携
し
適

切
な
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
施
設
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
山
部
小
学
校
屋
内
運
動

場
の
改
築
に
向
け
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
山
部
第
一
小
学
校
の
閉

校
に
伴
う
児
童
の
送
迎
は
、
南
陽
地

区
の
児
童
と
併
せ
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
教
育

　

社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子

ど
も
の
教
育
の
原
点
で
あ
る
家
庭
の

教
育
機
能
を
高
め
る
た
め
に
、
親
子

の
ふ
れ
あ
い
や
絆
を
深
め
る
事
業
、

家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
事
業
を

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

芸
術
・
文
化

　

芸
術
・
文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し

て
は
、
郷
土
の
文
化
・
自
然
・
歴
史

に
根
ざ
し
た
個
性
豊
か
で
香
り
高
い

市
民
文
化
の
創
造
を
め
ざ
し
、
市
民

の
自
主
的
な
文
化
活
動
を
推
進
・
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
生
涯
に
わ
た
り
心
身
と
も
に
健

康
で
充
実
し
た
生
活
を
営
む
た
め
に
、

体
力
や
年
齢
、
目
的
な
ど
に
応
じ
て

身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
５
年
目
に
な
り
ま
す
ス

キ
ー
甲
子
園
、
全
国
高
等
学
校
選
抜

ス
キ
ー
大
会
を
は
じ
め
北
海
道
中
学

校
ス
キ
ー
大
会
、
全
日
本
学
童
軟
式

野
球
北
・
北
海
道
大
会
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

国
際
交
流

　

国
際
交
流
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
主
体
的
な
国
際
交
流
に
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
国
際
社
会
の
中
で

積
極
的
に
活
躍
で
き
る
青
少
年
の
育

成
を
め
ざ
し
、
小
学
生
の
国
際
交
流

事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
間
交
流

　

地
域
間
交
流
に
つ
き
ま
し
て
は
、

語
ろ
う
地
域
懇
談
会
や
各
種
事
業
を

通
じ
て
情
報
の
提
供
と
対
話
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推

進
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
推
進
員
の
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
活
動
や
運
営
に
対
す
る
助

成
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
他
、
活

動
事
例
を
広
く
広
報
紙
に
紹
介
す
る

な
ど
の
情
報
提
供
を
進
め
、
組
織
の

育
成
と
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

簡
素
効
果
的
な
行
財
政

　

行
財
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
政
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
で

述
べ
た
他
に
、
市
税
の
公
平
負
担
と

自
主
財
源
確
保
に
向
け
、
未
収
金
対

策
と
し
て
貯
金
は
も
と
よ
り
動
産
の

差
し
押
さ
え
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売
な
ど
の
強
化
と
市
税
等
収
納

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
策
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
財
源
確
保
と
民
間

事
業
者
な
ど
の
地
域
貢
献
の
機
会
を

提
供
す
る
目
的
と
し
て
、
広
報
紙
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
広
告
掲
載
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

情
報
化
の
推
進

　

情
報
化
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

（
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
）の
活
用
を
図
り
な
が

ら
、
事
務
処
理
の
効
率
化
、
迅
速
化

に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
と
道
内
市
町
村
と

で
共
同
開
発
し
た
北
海
道
電
子
自
治

市政執行方針

約３００人が参加するスキーの甲子園

４回目を迎えたふるさと給食週間
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ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら
農
村
地

２０

区
の
生
ご
み
の
収
集
を
夏
期
ま
で
拡

大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
み
の
減
量
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

　

ご
み
の
減
量
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
き
ま
し
て
は
、リ
デ
ュ
ー
ス（
減

ら
す
）・
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）・
リ

サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）
を
基
本
に
、

町
内
会
や
各
種
団
体
な
ど
と
連
携
し

分
別
指
導
の
徹
底
や
減
量
化
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
整
備

　

合
併
処
理
浄
化
槽
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度

２０

２４

ま
で
の
５
ケ
年
で　

基
の
設
置
補
助

３０

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

総
合
防
災

　

防
災
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
然
災

害
か
ら
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
、
各
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る
初
動
期
の

迅
速
・
的
確
な
対
応
を
主
眼
と
し
た

防
災
訓
練
を
実
施
し
、
地
域
の
防
災

意
識
の
高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
土
砂
災
害
防
止
法
や
水
防

法
の
改
正
な
ど
に
よ
り
、「
富
良
野
市

地
域
防
災
計
画
」
の
見
直
し
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

治
水
対
策

　

治
水
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

の
直
轄
事
業
と
し
て
五
区
１
号
沢
の

堤
内
排
水
路
と
下
御
料
排
水
樋
門
の

整
備
を
実
施
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
が
行
う
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
西
達
布
川
の
改
修
工
事
、

布
部
川
及
び
ポ
ン
布
部
川
の
砂
防
工

事
、
さ
ら
に
富
良
野
川
河
川
改
修
の

関
連
工
事
と
し
て
ベ
ベ
ル
イ
川
及
び

東
８
線
川
の
改
修
工
事
を
継
続
事
業

で
実
施
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
第
８
次
富
良
野
市
交
通
安
全
計
画
」

に
よ
り
、
４
期　

日
の
交
通
安
全
運

４０

動
を
重
点
に
、
関
係
機
関
・
団
体
と

連
携
し
交
通
安
全
思
想
の
啓
発
や
交

通
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

消
費
生
活
対
策

　

消
費
生
活
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
巧
妙
か

つ
悪
質
化
す
る
消
費
者
被
害
の
未
然

防
止
の
啓
発
と
、
相
談
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

防
犯
対
策

　

防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
犯

罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く

り
の
た
め
、
地
域
と
連
携
し
た
防
犯

活
動
の
よ
り
一
層
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
心
が
つ
く
る

健
康
な
ま
ち
づ
く
り

　

す
べ
て
の
世
代
の
人
々
が
、
と
も

に
助
け
合
い
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
保
健
・
医

療
・
福
祉
・
介
護
の
連
携
を
強
め
、

人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

健
康
の
保
持
増
進

　

市
民
に
と
っ
て
共
通
の
願
い
は
、

健
康
で
あ
り
た
い
と
の
思
い
で
あ
り

ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
始
ま
る
医
療
保

２０

険
者
主
体
の
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

　

年
度
ま
で
に　

歳
か
ら　

歳
ま
で

２７

４０

７４

の
加
入
者
を
対
象
に
内
臓
脂
肪
症
候

群
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
備
群
を　
２５

昭
和　

年
に
友
好
都
市
の
関
係
を
結

５３

ん
だ
西
脇
市
と
は
市
民
同
士
の
交
流

も
独
自
に
進
め
ら
れ
、
両
市
の
絆
は

着
実
に
深
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成　

年
は
友
好
都
市
親
善
協
定

２０

締
結
よ
り　

年
目
の
節
目
の
年
で
あ

３０

る
こ
と
か
ら
、
記
念
式
典
等
を
実
施

し
絆
を
一
層
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

安
全
で
安
心
し
て
   　

暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り

　

変
革
期
の
社
会
の
中
で
、
環
境
問

題
へ
の
対
応
と
安
全
な
市
民
生
活
の

向
上
を
図
る
た
め
、
人
と
自
然
が
共

生
し
た
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

廃
棄
物
処
理
対
策

　

廃
棄
物
処
理
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
広
域
分
担
処
理
を
基
本
に
、
資

源
の
有
効
利
活
用
と
ご
み
の
適
正
処

理
及
び
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

市民など約４００人が参加した防災訓練

交通安全協会による自転車無料点検

山部で行われたリサイクルフェスタ
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い
て
、
小
児
科
医
療
の
重
点
化
病
院

と
し
て
選
定
さ
れ
、
ま
た
、
産
科
医

療
は
地
域
周
産
期
セ
ン
タ
ー
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
地
域

セ
ン
タ
ー
病
院
と
と
も
に
医
師
確
保

に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
・
医
療
給
付

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病

予
防
対
策
と
し
て
平
成　

年
度
か
ら

２０

義
務
化
さ
れ
ま
す
特
定
健
康
診
査
、

特
定
保
健
指
導
に
取
り
組
み
、
医
療

費
の
抑
制
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

医
療
給
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
重

度
心
身
障
が
い
者
医
療
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
、
乳
幼
児
医
療
に
つ
い

て
、
医
療
費
の
助
成
を
通
じ
て
負
担

の
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
将
来
的
に
安
定
し
た
高
齢

者
の
医
療
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、

道
内
１
８
０
市
町
村
が
加
入
す
る
北

海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と

連
帯
し
、
保
険
料
の
徴
収
、
各
種
申

請
・
届
出
の
受
付
、
被
保
険
者
証
の

交
付
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

地
域
福
祉

　

地
域
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
地

域
福
祉
計
画
」
の
推
進
と
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
、
高
齢
者
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
障
が
い
者
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
各
種
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
生
き
が
い
を
実

感
で
き
る
地
域
福
祉
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
齢
者
の
夫
婦
世
帯
、
ひ
と
り
暮
ら

し
が
増
加
す
る
中
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
心
豊
か

に
自
立
し
て
生
活
す
る
た
め
の
支
援

と
、
高
齢
者
元
気
事
業
、
い
き
い
き

事
業
、
生
き
が
い
事
業
、
就
業
支
援
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
運
営
な
ど
生
き
が
い

づ
く
り
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
特
定
高
齢
者
を

２０

把
握
す
る
た
め
に「
生
活
機
能
評
価
」

を
実
施
し
、
要
介
護
状
態
な
ど
と
な

る
こ
と
の
予
防
を
通
じ
て
、
一
人
ひ

と
り
の
生
き
が
い
や
自
己
実
現
の
た

め
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
寿
光
園
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成　

年
度
か
ら

２０

指
定
管
理
者
（
社
会
福
祉
法
人
富
良

野
あ
さ
ひ
郷
）
に
よ
る
運
営
を
行
う

と
と
も
に
、
要
支
援
者
、
要
介
護
者

に
対
し
て
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」の
最

終
年
度
と
し
て
健
全
な
保
険
財
政
を

維
持
し
、
円
滑
な
運
営
に
努
め
る
と

と
も
に
、「
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計

画
」
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本

計
画
は
、
北
海
道
地
域
ケ
ア
整
備
構

想
を
踏
ま
え
て
、
平
成　

年
度
ま
で

２３

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
必
要
量
の

見
込
み
及
び
そ
の
確
保
方
策
、
介
護

基
盤
整
備
の
方
策
、
介
護
保
険
料
な

ど
に
つ
い
て
策
定
い
た
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
介
護
保
険
料
に
つ

２０

き
ま
し
て
は
、
第
２
段
階
及
び
第
３

段
階
か
ら
第
４
段
階
、
第
２
段
階
、

第
３
段
階
及
び
第
４
段
階
か
ら
第
５

段
階
の
対
象
者
に
対
し
て
平
成　

年
１８

度
、
平
成　

年
度
の
２
年
度
に
わ
た

１９

り
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
激
変
緩
和

措
置
を
延
長
し
、
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
福
祉

　

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

道
が
進
め
て
お
り
ま
す「
ど
さ
ん
こ
・

子
育
て
特
典
制
度
」
に
つ
い
て
、
実

施
に
向
け
て
関
係
機
関
・
団
体
と
協

議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
緑
町
児
童
館
の
定
員
オ
ー
バ
ー

％
の
削
減
を
目
標
に
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら
「
特
定

２０

健
康
診
査
等
実
施
計
画
」
に
よ
り
、

平
成　

年
度
ま
で
に
健
診
受
診
率　

２４

６５

％
、
保
健
指
導
実
施
率　

％
の
目
標

４５

を
設
定
し
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と

連
携
す
る
と
と
も
に
、
市
民
啓
発
に

努
め
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
に
つ

き
ま
し
て
は
、
子
育
て
支
援
策
の
一

環
と
し
て
前
期
・
後
期
の
２
回
か
ら

５
回
に
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
医
療
の
充
実

　

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
は
、
圏
域
の

２
次
医
療
圏
の
中
核
医
療
機
関
と
し

て
医
療
体
制
の
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
医
療
及
び
救
急
医
療
体
制

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
児
科
医
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、

道
の
小
児
科
医
療
重
点
化
計
画
に
お

市政執行方針

こども通園センター

約８０名が参加した健康づくり講習会
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然
環
境
と
豊
富
な
資
源
を
活
か
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
創
造
性
豊
か
な
産

業
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

農　

業

　

平
成　

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

２１

「
新
た
な
農
業
計
画
」に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
市
農
業
の
現
状
分
析
と
課
題

を
も
と
に
、
農
業
関
係
団
体
や
地
域

農
業
者
、
農
政
審
議
会
な
ど
の
議
論

を
経
て
、
多
く
の
市
民
の
意
見
を
反

映
し
た
計
画
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
農
業
施
策
の
基
本

と
な
る「
富
良
野
市
農
業
振
興
条
例
」

を
廃
止
し
、「（
仮
称
）
農
業
・
農
村

基
本
条
例
」
の
制
定
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

担
い
手
育
成
確
保
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ふ
ら
の
地
域
担
い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
経

営
改
善
支
援
の
強
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
遊
休
農

地
発
生
防
止
や
生
産
性
向
上
な
ど
地

域
農
業
の
維
持
向
上
に
向
け
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
国
の
見
直
し
の
動
向

を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
生
産
者
の
経
営

安
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

に
つ
き
ま
し
て
は
、
集
落
機
能
の
低

下
を
防
ぎ
、
環
境
の
質
的
向
上
に
よ

る
持
続
可
能
な
農
村
づ
く
り
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

安
全
安
心
農
業
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
農
業
生
産
工
程
を
管
理
す

る
適
正
農
業
規
範
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
に
取

り
組
む
農
業
者
及
び
団
体
の
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
事
業
、
防
衛

施
設
周
辺
農
業
用
施
設
設
置
事
業
及

び
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事
業

に
よ
り
、
生
産
施
設
・
農
業
機
械
を

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
作
業
に
被
害
を
与
え
る
エ
ゾ
シ

カ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
東
山
地
区
の
防
鹿
柵
設
置

事
業
に
対
し
て
の
助
成
と
ハ
ン
タ
ー

の
育
成
に
努
め
、
引
き
続
き
個
体
数

の
適
正
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
産
基
盤
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道

解
消
に
努
め
、
児
童
の
健
全
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま

し
て
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
発
達
に

遅
れ
の
あ
る
幼
児
の
日
常
生
活
に
お

け
る
基
本
動
作
の
習
得
や
、
集
団
生

活
に
適
応
す
る
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

療
育
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

要
保
護
児
童
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
児

童
に
対
す
る
暴
力
、
養
育
放
棄
な
ど

の
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
及
び
早
期

発
見
の
た
め
、
地
域
協
議
会
の
機
能

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、関
係
機
関
・

地
域
と
の
連
携
を
密
に
し
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

障
が
い
者
（
児
）
福
祉

　

障
が
い
者
（
児
）
福
祉
に
つ
き
ま

し
て
は
、「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
に

よ
り
自
立
支
援
給
付
、
自
立
支
援
医

療
、
補
装
具
費
、
地
域
生
活
支
援
事

業
な
ど
必
要
な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
（
児
）
の
よ
り

自
立
し
た
社
会
生
活
や
社
会
参
加
を

図
る
た
め
、
知
的
障
害
者
入
所
更
正

施
設
改
築
資
金
の
支
援
、
オ
ス
ト
メ

イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
保
持

者
）
対
応
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
施
設

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

創
造
性
豊
か
な
産
業
を

育
む
ま
ち
づ
く
り

　

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
雄
大
な
自
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商
工
業

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
地
域
資
源　

品
目
を
登
録
し
、

１６

新
商
品
開
発
に
向
け
た
取
り
組
み
に

対
す
る
支
援
と
登
録
品
目
の
拡
大
に

よ
る
事
業
展
開
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
経
済
活
性
化
へ
向
け
、

中
小
企
業
の
経
営
支
援
の
た
め
の
金

融
・
融
資
制
度
を
円
滑
化
す
る
た
め
、

金
利
設
定
の
ル
ー
ル
化
と
金
利
補
給

な
ど
の
見
直
し
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
市
街
地
の
活
性
化
や
流

入
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
中
心

街
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進
と

市
街
地
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

観　

光

　

観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
富
良
野

市
観
光
振
興
計
画
」
の
具
体
化
へ
向

け
、
長
期
滞
在
型
、
環
境
、
健
康
、

体
験
、
市
民
と
の
交
流
な
ど
が
主
体

と
な
る
「
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る　

満

足
度
の
高
い
観
光
」
を
関
係
団
体
、

市
民
の
協
力
の
も
と
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

外
国
人
観
光
客
の
誘
致
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
て
い
る
韓
国
、
香
港
、
台
湾
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
さ
ら
な
る
誘
客
と
新

た
な
市
場
開
拓
を
進
め
る
と
と
も
に
、

受
入
体
制
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

広
域
観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

が
推
進
す
る
中
長
期
滞
在
型
観
光
地

形
成
に
向
け
、
富
良
野
美
瑛
広
域
観

光
推
進
協
議
会
と
連
携
し
て
地
域
観

光
圏
整
備
促
進
事
業
へ
取
り
組
み
、

観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
図
り
、
圏

域
で
の
回
遊
の
推
進
と
満
足
度
の
高

い
地
域
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
整
備
と
し
て
、
鳥
沼

公
園
及
び
山
部
自
然
公
園
太
陽
の
里

の
環
境
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

加
え
て
、
自
然
環
境
や
エ
コ
資
源
を

活
用
し
た
環
境
教
育
、
食
な
ど
の
観

光
資
源
と
の
連
携
を
図
り
、
交
流
の

拡
大
に
よ
る
山
部
地
域
の
活
性
化
を

図
る
と
と
も
に
、
そ
の
一
環
と
し
て

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
増
設
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

雇
用
対
策

　

雇
用
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人

材
開
発
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
資
格
取

得
や
人
材
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、

企
業
の
活
性
化
、
事
業
拡
大
に
よ
る

雇
用
の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
富
良
野
圏
域
で
構
成
す
る

富
良
野
広
域
圏
通
年
雇
用
促
進
協
議

会
を
中
心
と
し
た
季
節
労
働
者
の
通

年
化
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
引
き
続

き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ワ
イ
ン
事
業

　

ワ
イ
ン
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

近
年
、
食
品
に
対
す
る
消
費
者
の
関

心
は
非
常
に
高
く
、
信
頼
さ
れ
る
製

品
づ
く
り
が
事
業
推
進
の
目
標
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
、

市
民
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
本
市
の

特
産
品
と
し
て
安
全
安
心
で
品
質
重

視
の
製
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

原
料
ぶ
ど
う
の
栽
培
に
つ
き
ま
し

て
は
、
製
品
づ
く
り
に
対
し
そ
の
品

質
に
大
き
く
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、

適
地
優
良
品
種
の
研
究
を
進
め
、
指

導
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
栽
培
技
術

の
向
上
を
図
り
、
栽
培
農
家
と
と
も

営
土
地
改
良
事
業
の
大
沼
北
地
区
、

東
郷
北
部
地
区
、
東
郷
南
部
地
区
及

び
山
部
中
央
地
区
を
新
規
地
区
と
し

て
取
り
組
み
、
継
続
２
地
区
と
併
せ

て
生
産
性
の
高
い
土
地
基
盤
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

持
続
的
農
業
・
農
村
づ
く
り
促
進

特
別
対
策
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
生
産
基
盤
の
整
備
促
進
に

向
け
て
農
業
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

林　

業

　

林
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
民
有
林
育
成
推
進
事
業
の
実
施

に
よ
り
森
林
整
備
を
進
め
、
森
林
資

源
の
質
的
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
開
庁
１
０
０
年
記
念
植
樹

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
参
加
に
よ

り
ベ
ベ
ル
イ
地
区
に
お
い
て
継
続
実

施
す
る
と
と
も
に
、
ポ
イ
ン
ト
グ

リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
の
記
念
植
樹
に

つ
い
て
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

駅横北公園内で行われたワインぶど
う祭り

市政執行方針

「ふらっと」でのフリーマーケット

山部太陽のパークゴルフ場
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土
地
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま

ち
づ
く
り
三
法
の
改
正
に
よ
り
、
減

少
す
る
人
口
規
模
に
見
合
っ
た
市
街

地
形
成
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
に

取
り
組
み
、
均
衡
の
取
れ
た
計
画
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
整
備

　

道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

道
・
道
道
・
市
道
相
互
の
連
携
を
図

り
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
優
し

い
道
づ
く
り
、
景
観
に
配
慮
し
た
道

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
道
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
五

区
山
部
線
の
舗
装
改
修
の
計
画
的
な

実
施
と
、
北
１
丁
目
１
道
路
改
良
舗

装
工
事
、
五
区
３
線
及
び
地
域
高
規

格
道
路
富
良
野
道
路
関
連
で
学
田
三

区
山
線
の
道
路
改
良
工
事
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
安
全
性
・
快
適
性
の
向
上
の
た

め
簡
易
舗
装
、
側
溝
改
良
な
ど
計
画

的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
の
直
轄
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
国
道　

号
の
植
栽
の
実
施

３８

と
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
の
た
め
国
道

２
３
７
号
と
道
道
奈
江
富
良
野
線
の

交
差
点
改
良
工
事
を
実
施
の
予
定
で

あ
り
ま
す
。

　

地
域
高
規
格
道
路
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成　

年
度
に
引
き
続
き

１９

計
画
予
定
区
域
の
用
地
買
収
と
学
田

改
良
工
事
、
学
田
跨
線
橋
工
事
及
び

中
五
区
西
側
線
の
ボ
ッ
ク
ス
化
工
事

を
実
施
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
早
期
着

工
と
併
せ
て
「
富
良
野
北
道
路
」
の

整
備
区
間
指
定
に
向
け
要
請
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

道
が
行
う
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

山
部
北
の
峰
線
、
東
山
富
良
野
停
車

場
線
、
麓
郷
山
部
停
車
場
線
、
奈
江

富
良
野
線
、
上
富
良
野
旭
中
富
良
野

線
の
５
路
線
の
改
良
事
業
を
継
続
実

施
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

交
通
機
関

　

公
共
交
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高

齢
者
や
学
生
等
日
常
生
活
上
不
可
欠

で
あ
る
バ
ス
路
線
の
維
持
対
策
と
し

て
、
利
用
に
対
す
る
地
域
住
民
と
の

協
議
と
事
業
者
に
対
す
る
路
線
維
持

費
の
補
助
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
交
通
機
関
（
鉄
道
・

バ
ス
）
の
利
用
促
進
に
向
け
た
広
報

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

情
報
・
通
信

　

テ
レ
ビ
難
視
聴
区
域
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
麓
郷
中
継
局
、

東
山
中
継
局
の
維
持
管
理
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ

き
ま
し
て
は
、
難
視
聴
区
域
が
生
じ

な
い
よ
う
中
継
局
の
整
備
に
関
す
る

情
報
収
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

情
報
通
信
網
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
域
に
お
け
る
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
回

線
、
光
回
線
の
誘
致
・
導
入
活
動
を

支
援
し
高
速
通
信
網
の
拡
充
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

上
水
道

　

上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

安
全
で
安
心
な
飲
料
水
を
安
定
供
給

す
る
た
め
、
引
き
続
き
上
五
区
地
区

の
第
４
次
拡
張
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

配
水
管
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
配
水
管
未
整
備
地
域
の
解
消
と

漏
水
防
止
を
図
る
た
め
、
配
水
管
の

更
新
な
ど
を
継
続
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

島
の
下
地
区
、
学
田
地
区
、
東
山
地

区
、
布
部
地
区
の
老
朽
化
し
た
機
器

類
の
更
新
及
び
修
繕
を
計
画
的
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
上
水
道
及
び
簡
易
水
道
の

料
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
受
益
者
負

担
の
適
正
化
に
向
け
料
金
改
定
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
快
適
な
生
活
環
境
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
適
正
な
水
処
理
を
図

に
良
質
ぶ
ど
う
の
生
産
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

公
設
地
方
卸
売
市
場

　

公
設
地
方
卸
売
市
場
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
民
生
活
に
不
可
欠
な
生
鮮

食
料
品
を
、
安
定
的
に
安
全
・
安
心

な
供
給
を
図
る
と
と
も
に
、
健
康
・

安
全
志
向
な
ど
多
様
な
消
費
者
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
魚
食
普
及
と
地
産
地

消
を
推
進
し
、
生
産
地
市
場
と
し
て

の
機
能
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
経

営
の
効
率
化
を
推
進
し
市
場
会
計
の

健
全
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

自
然
を
生
か
し
た
　
　

快
適
な
ま
ち
づ
く
り

　

多
様
化
す
る
価
値
観
や
市
民
ニ
ー

ズ
の
中
で
、
自
然
や
景
観
に
配
慮
し

た
都
市
機
能
を
充
実
さ
せ
、
潤
い
や

や
す
ら
ぎ
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

土
地
利
用

３月２６日に供用を開始した国道３８号新
空知橋の改良工事

国道花いっぱいの会による花植え
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安
全
で
快
適
な
公
園
整
備
と
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
北
斗
町
公
園
の

整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

公
園
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
充
実
を
図
り
協
議
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

住　

宅

　

公
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
緑
ヶ
丘
団
地
の
水
洗
化
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
北
麻
町
・
黄
の

花
団
地
の
屋
根
張
替
え
、北
の
峰
西
・

緑
ヶ
丘
・
緑
町
団
地
の
屋
根
・
外
壁

塗
装
及
び
火
災
警
報
機
器
取
付
な
ど

計
画
的
に
実
施
し
、
居
住
環
境
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

冬
の
暮
ら
し

　

冬
期
間
の
交
通
安
全
の
確
保
を
図

る
た
め
、
市
民
の
協
力
の
下
、
除
排

雪
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
消

融
雪
施
設
の
普
及
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

中
心
市
街
地　

　

富
良
野
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
換
地
清
算

を
除
き
平
成　

年
度
を
事
業
完
了
年

２０

と
し
て
無
頭
川
モ
ー
ル
、
広
場
公
園

及
び
駐
車
場
の
整
備
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

　

国
の
経
済
は
、
企
業
部
門
の
好
調

さ
が
持
続
し
、
家
計
部
門
に
波
及
し
、

民
間
需
要
中
心
の
経
済
成
長
の
実
現

が
期
待
さ
れ
、
景
気
の
回
復
が
続
い

て
お
り
ま
す
が
、
人
口
動
態
や
産
業

構
造
な
ど
の
違
い
を
背
景
と
し
て
地

域
間
の
回
復
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
、

地
方
に
お
い
て
は
未
だ
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
地
方
財
政
は
、

地
方
税
収
入
や
地
方
交
付
税
の
原
資

と
な
る
国
税
収
入
の
伸
び
が
鈍
化
す

る
と
と
も
に
、
社
会
保
障
関
係
経
費

の
自
然
増
や
公
債
費
が
高
い
水
準
で

推
移
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
依
然

と
し
て
大
幅
な
財
源
不
足
が
生
じ
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

国
の
地
方
財
政
対
策
、
並
び
に
地

方
財
政
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
予

算
の
概
要
の
中
で
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
地
方
と
都
市
の
共
生

の
考
え
方
の
下
、
地
方
の
再
生
に
向

け
た
自
主
的
・
主
体
的
な
地
域
活
性

化
施
策
の
た
め
の
地
方
再
生
対
策
費

が
創
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
方
交

付
税
及
び
一
般
財
源
総
額
も
前
年
度

を
上
回
る
額
が
確
保
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
方
歳
出
の
見
直
し
抑

制
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
景
気
回
復

に
よ
る
地
方
税
の
伸
び
が
期
待
で
き

な
い
地
方
の
小
規
模
市
町
村
の
財
政

運
営
は
、
引
き
続
き
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

国
の
地
方
財
政
対
策
な
ど
を
踏
ま
え
、

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
簡
素

で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立

す
る
た
め
、
人
件
費
の
縮
減
を
は
じ

め
積
極
的
な
行
財
政
改
革
の
推
進
の

下
、「
富
良
野
市
財
政
健
全
化
計
画
」

に
よ
り
歳
出
の
抑
制
と
重
点
化
を
進

め
、「
富
良
野
市
総
合
計
画
」
の
８
年

目
と
し
て
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
施

策
や
義
務
教
育
、
地
域
経
済
の
活
性

化
な
ど
に
も
配
慮
し
、
財
政
調
整
基

金
の
運
用
な
ど
に
よ
り
予
算
編
成
を

行
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

平
成　

年
度
の
予
算
規
模
は

２０

　

一
般
会
計

　
　
　

１
０
６
億
１
０
０
０
万
円

　

特
別
会
計　
　

億
４
２
０
万
円

６３

　

企
業
会
計　

　
　
　
　
　
　

億
７
１
７
０
万
円

１４

　

合　
　

計

　
　
　

１
８
３
億
８
５
９
０
万
円
で

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
予
算
総
額
は
、
前
年

度
当
初
予
算
額
と
比
較
い
た
し
ま
す

と　

・
４
％
の
減
で
あ
り
ま
す
。

１７

り
環
境
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
富
良
野
水
処
理
セ
ン
タ
ー

施
設
の
機
器
の
更
新
及
び
修
繕
を
計

画
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

汚
水
管
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
学
田
三
区
の
汚
水
管

の
布
設
を
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
山
部
水
処
理
セ

ン
タ
ー
施
設
の
機
器
類
の
更
新
及
び

修
繕
を
計
画
的
に
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
料
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
に
向

け
料
金
改
定
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

公
園
・
緑
地

　

公
園
緑
地
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
公
園
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
で
朝

日
ヶ
丘
総
合
公
園
の
木
製
遊
具
の
補

修
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
遊

具
な
ど
の
保
守
点
検
に
重
点
を
置
き
、

市政執行方針

市内の公園
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道
徳
心
そ
し
て
体
力
の
低
下
な
ど
喫

緊
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、

自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
の
育
成
、

学
力
の
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着

と
応
用
力
・
活
用
力
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
他
人
を
思
い
や
る
心
、

感
動
す
る
心
、
命
を
大
切
に
す
る
心
、

諦
め
な
い
心
、
感
謝
の
心
、
さ
ら
に

は
自
己
実
現
を
め
ざ
し
た
生
き
る
力

の
育
成
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
教
育
の
原
点
で

あ
る
「
知
・
徳
・
体
」
育
の
基
礎
と

な
る
食
育
の
推
進
と
調
和
の
と
れ
た

児
童
生
徒
の
着
実
な
育
成
を
基
本
に

据
え
、
そ
れ
を
支
え
る
学
校
、
家
庭
、

地
域
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果

た
し
な
が
ら
相
互
に
連
携
を
図
っ
て
、

子
ど
も
達
の
無
限
の
可
能
性
を
伸
ば

す
学
校
教
育
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
心
身

と
も
に
健
康
で
充
実
し
た
豊
か
な
人

生
を
送
る
た
め
に
は
、
そ
の
生
涯
に

わ
た
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
あ
ら

ゆ
る
場
所
に
お
い
て
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
成
果
を
適
切
に
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
生
涯
学
習
社
会
を
的
確

に
捉
え
な
が
ら
、
活
力
と
潤
い
の
あ

る
地
域
社
会
を
創
造
す
る
た
め
の
基

盤
と
な
り
ま
す
社
会
教
育
、
芸
術
・

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
と
発
展
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育

　

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
富

良
野
市
学
校
教
育
中
期
計
画
に
基
づ

き
、「
自
立
と
共
生
の
未
来
を
拓
く
心

豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
を
育
む
」
こ

と
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
学
力
の
基

礎
・
基
本
を
重
視
し
、
個
性
を
伸
ば

す
教
育
課
程
の
充
実
や
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
通
し
、
児

童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
学
ぶ
意
欲
や

主
体
的
に
判
断
す
る
力
な
ど
、
確
か

な
学
力
や
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
化
に
よ
る
児
童
生
徒

数
の
減
少
か
ら
、
学
校
の
配
置
や
規

模
の
適
正
化
な
ど
が
課
題
に
な
っ
て

お
り
、
集
団
活
動
を
通
し
て
社
会
性
、

協
調
性
、
自
立
性
な
ど
を
培
う
教
育

環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
中
・
長
期

的
な
学
校
配
置
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

学
校
再
編

　

旧
樹
海
東
小
学
校
の
跡
地
利
活
用

に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
地
域
再
生

計
画
の
認
定
を
受
け
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
ア
カ
デ
ミ
ー
（
農
業
学
校
）
の
開

校
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

山
部
小
学
校
に
統
合
す
る
山
部
第
一

小
学
校
の
跡
地
利
活
用
に
つ
い
て
も

推
進
す
る
と
と
も
に
、
校
区
の
児
童

の
送
迎
に
つ
い
て
は
南
陽
地
区
を
含

め
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
、

登
下
校
時
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま

　

今
日
、
少
子
高
齢
化
社
会
が
進
展

す
る
中
で
、交
通
・
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
発
達
に
よ
る
情
報
化
と
国
際
化

が
一
段
と
加
速
し
て
お
り
、
地
球
温

暖
化
な
ど
の
環
境
問
題
も
一
層
深
刻

化
し
て
お
り
ま
す
。　

ま
た
、地
方
分

権
の
進
展
と
と
も
に
、
教
育
の
根
幹

を
な
す
教
育
基
本
法
な
ど
が
改
正
さ

れ
、
教
育
を
め
ぐ
る
社
会
環
境
も
大

き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
社
会
改
革
の
流
れ
の
中
で
、

子
ど
も
達
の
高
い
学
力
、
規
範
意
識
、

教
育
行
政
執
行
方
針

富良野小学校学芸会

問合せ　■教育行政執行方針　
　　　　　教育委員会　拶３９‐２３２０

教育行政執行方針を述べる宇佐見正光教育長
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た
ち
の
自
立
支
援
事
業
」
を
昨
年
度

に
引
き
続
い
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

富
良
野
市
少
年
育
成
協
議
会
に
お

き
ま
し
て
も
、
少
年
の
健
全
な
育
成

を
目
的
と
し
て
、
学
校
、
P
T
A
、

関
係
機
関
・
団
体
が
連
携
し
て
情
報

を
共
有
し
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

学
校
の
生
活
指
導

　

規
範
意
識
、
公
正
な
判
断
力
、
自

ら
を
律
す
る
心
を
育
み
、
問
題
行
動

や
非
行
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、

早
期
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

危
機
管
理

　

学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
防
止
、
登

下
校
時
の
通
学
路
の
安
全
対
策
な
ど
、

保
護
者
、
地
域
、
関
係
機
関
・
団
体

な
ど
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー

を
配
置
し
、
学
校
に
お
け
る
危
機
管

理
体
制
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

特
別
支
援
教
育

　

軽
度
発
達
障
が
い
を
含
め
た
障
が

い
の
あ
る
児
童
生
徒
の
自
立
や
社
会

参
加
に
向
け
て
、
引
き
続
き
各
学
校

に
お
け
る
校
内
委
員
会
の
設
置
と
特

別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

を
行
い
、
新
た
に
特
別
支
援
教
育
支

援
員
を
配
置
し
て
適
切
な
教
育
支
援

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
特

別
支
援
連
携
協
議
会
を
中
核
と
し
て
、

学
校
と
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
専
門
家
チ
ー
ム
を

派
遣
し
て
各
学
校
の
支
援
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
は
特
別
支
援

教
室　

学
級
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

３２

扇
山
小
学
校
の
「
こ
と
ば
の
教
室
」

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

総
合
学
習

　

郷
土
の
歴
史
、
文
化
、
自
然
、
産

業
、
演
劇
な
ど
に
関
す
る
身
近
な
素

材
や
人
材
を
活
用
し
、
体
験
学
習
や

課
題
解
決
に
向
け
た
学
習
な
ど
新
た

に
改
訂
し
た
社
会
科
副
読
本
の
活
用

も
図
り
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

教
育
や
環
境
教
育
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育

　

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
望
ま
し

い
勤
労
観
・
職
業
観
の
育
成
を
図
る

た
め
に
、
富
良
野
市
職
場
体
験
学
習

改
善
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
学

校
と
受
入
事
業
所
と
の
連
携
を
深
め
、

勤
労
体
験
学
習
や
職
業
体
験
学
習
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

食　

育

　
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
食
育
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
指
針
）」
に
基
づ
き
、

家
庭
、
地
域
、
関
係
機
関
・
団
体
と

連
携
し
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応

じ
た
食
育
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

情
報
教
育

　

扇
山
小
学
校
、
麓
郷
中
学
校
の
教

育
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
更
新
、
校
内

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
を
図
り
、
学
習
活
動

の
充
実
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
活
用

能
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
図
書

　

計
画
的
に
図
書
資
料
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
市
立
図
書
館
と
の
連
携

に
よ
る
ブ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
や
団
体
貸

出
を
活
用
し
た
「
朝
の
一
斉
読
書
」、

「
読
み
聞
か
せ
会
」
な
ど
、
児
童
生
徒

の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

国
際
理
解
教
育

　

英
語
に
慣
れ
親
し
み
、
日
常
会
話

や
外
国
の
文
化
、
生
活
、
習
慣
な
ど

を
学
ぶ
た
め
に
、
引
き
続
き
外
国
語

指
導
助
手
２
名
を
小
中
学
校
に
派
遣

し
、
英
語
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

高
等
学
校
教
育

　

中
学
校
の
進
路
指
導
や
高
校
教
育

の
充
実
、
中
・
高
の
相
互
連
携
に
よ

る
教
育
振
興
を
め
ざ
し
て
、
富
良
野

市
中
高
学
校
経
営
連
絡
協
議
会
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
就

学
資
金
の
活
用
や
高
等
学
校
バ
ス
通

学
費
補
助
を
実
施
し
、
教
育
機
会
の

拡
充
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

学
校
教
育
施
設
の
整
備

　

山
部
小
学
校
屋
内
運
動
場
設
計
委

託
事
業
、
山
部
中
学
校
高
圧
受
電
設

備
改
修
事
業
な
ど
、
計
画
的
な
教
育

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
教
育

　

社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
多
様
化
、
高
度
化
す
る
学
習

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
生
涯

い
り
ま
す
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

　

文
部
科
学
省
の
実
施
要
領
に
基
づ

き
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、

調
査
の
結
果
を
詳
細
に
把
握
・
分
析

し
、
具
体
的
な
学
習
改
善
の
方
策
を

明
ら
か
に
し
て
児
童
生
徒
の
学
力
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

幼
児
教
育

　

保
育
所
・
幼
稚
園
な
ど
と
小
学
校

と
の
連
携
を
図
り
、
児
童
の
心
の
問

題
や
生
活
習
慣
な
ど
に
つ
い
て
一
貫

し
た
教
育
の
実
践
に
努
め
る
と
と
も

に
、
子
育
て
支
援
や
幼
児
教
育
の
充

実
を
図
る
た
め
に
、
預
か
り
保
育
奨

励
補
助
、
障
が
い
児
保
育
補
助
、
私

立
幼
稚
園
就
園
奨
励
補
助
に
よ
り
、

就
園
機
会
の
拡
充
と
保
護
者
負
担
の

軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

心
の
教
育

　

基
本
的
な
判
断
や
行
動
、
他
人
を

思
い
や
る
心
な
ど
、
豊
か
な
心
を
育

て
る
道
徳
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、「
子
ど
も
と
親
の
相

談
員
」
や
学
校
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
配
置
し
、
教
育
相
談
や
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
充
実
を
図
り
、
心
の
問
題

を
ケ
ア
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め

る
と
と
も
に
、
不
登
校
の
児
童
生
徒

に
対
し
て
は
、
適
応
指
導
教
室
の
開

設
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
の
委
託
を
受

け
て
、
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
の
未

然
防
止
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
で

あ
り
ま
す
「
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
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全
・
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
と
し
て

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」を
山
部
地
区

で
開
設
し
、
心
豊
か
で
健
や
か
に
育

く
む
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
た
め
に
、

「
子
ど
も
未
来
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
引
き
続
き
開
催
し
、
次
代
を
担
う

青
少
年
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、

青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
非

行
の
未
然
防
止
に
も
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

成
人
教
育

　

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
習

機
会
の
充
実
を
は
じ
め
、
市
民
の
学

習
活
動
に
対
す
る
支
援
や
社
会
教
育

関
係
団
体
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

高
齢
者
教
育

　

生
き
が
い
と
心
の
豊
か
さ
を
高
め

る
「
こ
と
ぶ
き
大
学
」
の
充
実
や
高

齢
者
の
学
習
支
援
に
努
め
る
と
と
も

に
、
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
生
か
し

た
地
域
活
動
へ
の
参
加
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
世
代
間
交
流
な
ど
の

社
会
参
加
活
動
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

芸
術
文
化
の
振
興

　

郷
土
に
根
ざ
し
た
個
性
と
魅
力
あ

る
市
民
文
化
の
創
造
を
め
ざ
し
、
市

民
総
合
文
化
祭
な
ど
を
通
し
て
交
流

や
発
表
の
場
の
提
供
、
市
民
の
芸
術

文
化
活
動
へ
の
参
加
促
進
な
ど
、
自

主
的
な
文
化
活
動
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
芸
術
文
化
の
向
上
と
市
民

の
創
造
的
な
文
化
活
動
の
た
め
に

「
富
良
野
演
劇
祭
」
や
「
舞
台
塾
ふ
ら

の
・
そ
ら
ち
事
業
」
な
ど
を
開
催
し
、

富
良
野
演
劇
工
場
を
拠
点
と
し
た
芸

術
文
化
の
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

文
化
財

　

郷
土
の
歴
史
と
文
化
の
発
展
の
礎

を
な
す
も
の
で
あ
り
、
市
民
共
有
の

財
産
と
し
て
保
護
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
開
発
工
事
に
伴
い
工

事
区
域
内
の
遺
跡
の
所
在
及
び
範
囲

確
認
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

東
大
演
習
林
と
共
同
で
林
内
の
遺
跡

の
分
布
調
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
指
定
文
化
財
の
富
良

野
獅
子
舞
を
は
じ
め
山
部
獅
子
舞
、

富
良
野
弥
栄
太
鼓
な
ど
の
郷
土
芸
能

の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
と
養
成
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
の
豊
か
な
自
然
を
体

験
、
学
習
す
る
自
然
観
察
会
、
自
然

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
子
ど
も
自
然
塾
な
ど

の
事
業
を
通
し
て
、
自
然
や
環
境
へ

の
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
太
陽

の
里
・
ふ
れ
あ
い
の
森
」・「
東
大
演

習
林
神
社
山
」
の
自
然
観
察
コ
ー
ス

な
ど
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
自
然

体
験
学
習
や
森
林
を
活
用
し
た
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

図
書
館

　

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
図

書
及
び
図
書
資
料
の
充
実
を
図
り
、

市
民
に
役
立
つ
幅
広
い
情
報
の
収

集
・
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
・
児
童
を
対
象
と
し

た
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
・
紙
芝
居
、

健
診
時
の
読
書
啓
発
活
動
な
ど
の
事

各
期
に
わ
た
っ
て
自
主
的
な
学
習
活

動
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
第
５
次
社

会
教
育
中
期
計
画
に
基
づ
き
、「
い
つ

で
も　

ど
こ
で
も　

だ
れ
も
」
が
学

習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
そ
の

成
果
を
適
切
に
生
か
す
こ
と
の
で
き

る
生
涯
学
習
社
会
を
め
ざ
し
て
、
学

習
機
会
の
提
供
や
学
習
支
援
、
団
体

育
成
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

家
庭
教
育

　

教
育
の
原
点
で
あ
り
ま
す
家
庭
の

教
育
力
を
高
め
る
た
め
に
、
親
と
子

の
ふ
れ
あ
い
や
絆
を
深
め
る
事
業
の

推
進
、
保
護
者
に
対
す
る
学
習
の
機

会
を
提
供
す
る
場
と
し
て
家
庭
教
育

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
家

庭
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関

と
の
連
携
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
家
庭
教
育
の
一
環
と
し
て
、

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
ネ
ッ
ト
被
害
か
ら
子
ど
も
達
を
守

る
た
め
に
、
家
庭
で
の
ル
ー
ル
づ
く

り
や
危
機
管
理
の
徹
底
な
ど
の
啓
発

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

青
少
年
教
育

　

青
少
年
団
体
の
活
性
化
に
努
め
る

と
と
も
に
、
公
民
館
事
業
や
学
社
融

合
事
業
を
通
し
て
、
様
々
な
体
験
学

習
活
動
や
世
代
間
の
交
流
活
動
を
推

進
し
、
豊
か
な
人
間
性
や
た
く
ま
し

く
時
代
を
生
き
抜
く
力
を
育
成
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
の
子
ど
も
達
の
安

山部地区かるた大会

富良野演劇祭
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り
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
送
る

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
N
P
O
法
人

ふ
ら
の
体
育
協
会
や
地
域
体
育
振
興

会
と
連
携
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力

や
年
齢
、
目
的
な
ど
に
応
じ
て
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
身

近
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
み
な
が
ら
、
健
康
と
体
力
づ

く
り
を
図
る
た
め
に
、
冬
季
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
と
中
心
街
活
性
化
セ
ン

タ
ー
「
ふ
ら
っ
と
」
の
利
用
促
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
ス

ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
第
５
次

社
会
体
育
中
期
計
画
に
基
づ
き
、
健

康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体

　

競
技
力
の
向
上
及
び
軽
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
・
促
進
を
図
る
た
め
、
N
P

O
法
人
ふ
ら
の
体
育
協
会
や
各
種
ス

ポ
ー
ツ
団
体
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
設
立
に
向
け
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

自
主
事
業

　

体
育
指
導
委
員
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体

の
協
力
を
得
て
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
や
中
心
街
活
性
化
セ
ン
タ
ー
事

業
へ
の
積
極
的
な
参
加
と
学
校
開
放

事
業
の
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

競
技
ス
ポ
ー
ツ

　

N
P
O
法
人
ふ
ら
の
体
育
協
会
を

中
心
と
し
て
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技

力
向
上
に
向
け
、
指
導
者
養
成
や
選

手
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
５
年

目
に
な
り
ま
す
全
国
高
等
学
校
選
抜

ス
キ
ー
大
会
を
は
じ
め
と
し
て
、
北

海
道
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
（
ア
ル
ペ

ン
競
技
）、
全
日
本
学
童
軟
式
野
球

北
・
北
海
道
大
会
、
北
海
道
社
会
人

硬
式
野
球
結
成
記
念
大
会
な
ど
を
開

催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設

　

多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
、
軽
ス

ポ
ー
ツ
か
ら
競
技
ス
ポ
ー
ツ
ま
で
幅

広
く
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
施
設

を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
富
良
野
沿
線
市
町
村
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
広
域
的
な
利
用
促
進

を
図
る
た
め
に
、
沿
線
住
民
の
共
通

利
用
料
金
制
度
を
導
入
す
る
と
と
も

に
、
公
認
有
料
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
・

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
屋
外
ス
ポ
ー

ツ
施
設
に
つ
い
て
も
指
定
管
理
者
と

連
携
し
、
施
設
管
理
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

業
を
通
し
て
、
家
庭
で
の
読
書
習
慣

の
推
進
や
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
事
業

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
な
が

ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
図

書
館
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
や
図
書
館
サ
ー
ク
ル
な

ど
と
連
携
し
て
「
図
書
館
ま
つ
り
」

を
は
じ
め
、
企
画
展
・
映
画
会
・
作

品
展
・
講
座
な
ど
多
彩
な
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
の
健
康
や
体
力
づ
く
り
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
気
楽
に
取

り
組
め
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
軽
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

市
民
が
年
々
増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

心
身
と
も
に
健
康
で
充
実
し
た
生

活
を
営
む
た
め
に
は
、
生
涯
に
わ
た

ことぶき大学卒業式

図書館祭り

キンボール教室

富良野小学校タグラクビー全道優勝報告

教育行政執行方針
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予
算
概
要

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
公
営
企

20

業
会
計
の
予
算
総
額
は
、
1
8
3
億
8
5
9
0
万
円
で

前
年
度
当
初
予
算
対
比
で
▲　

・
4
%
▲　

億
8
0
4

17

38

0
万
円
と
大
幅
な
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
総
額
1
0
6
億
1
0
0
0
万
円
と
前

年
度
対
比
▲　

.
5
％
▲　

億
5
0
0
0
万
円
の
超
緊

13

16

縮
型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成　

年
度
に
実
施
し

19

た
大
規
模
な
臨
時
的
な
事
業
（
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
改

築
助
成
金
7
億
4
6
9
1
万
円
、
国
営
空
知
川
右
岸
土

地
改
良
事
業
負
担
金
2
億
9
6
7
7
万
円
、
東
4
線
道

路
改
良
舗
装
事
業
1
億
9
3
3
9
万
円
等
）
が
完
了
し

た
こ
と
、
ま
た
、
平
成　

年
度
は
、
市
が
策
定
し
た
財

20

政
健
全
化
計
画
の
初
年
度
で
あ
り
、
こ
の
計
画
の
内
容

を
反
映
し
、
新
規
建
設
事
業
な
ど
の
抑
制
や
人
件
費
の

縮
減
（
一
般
職
及
び
特
別
職
の
給
与
支
給
基
準
の
引
下

げ
や
議
会
議
員
報
酬
及
び
行
政
委
員
報
酬
の
削
減
な

ど
）
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
を
実
施
し
た
後
に
お
い
て
も
、
1
億

3
０
０
０
万
円
の
財
源
が
不
足
（
前
年
度
当
初
予
算
不

足
額
3
億
2
0
0
0
万
円
）
す
る
た
め
、
市
の
貯
金
で

あ
る
財
政
調
整
基
金
か
ら
6
0
0
0
万
円
、
備
荒
資
金

組
合
の
積
立
か
ら
7
0
0
0
万
円
を
補
て
ん
し
て
い
ま

す
。

　

特
別
会
計
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
平
成　
20

年
4
月
か
ら
の
導
入
に
伴
い
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
を
新
設
し
、
2
億
6
1
9
0
万
円
の
予
算
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
老
人
保
健
特
別
会
計
が
前
年
度

１
カ
月
分
の
医
療
給
付
分
だ
け
の
大
幅
な
減
額
予
算
と

な
っ
た
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
も
こ
の
制
度

　１０６億1千万円（前年度比１３.５％減）

地方交付地方交付税税

47億47947億479万万円円

市市税税
24億2,993万24億2,993万円円

国庫支出国庫支出金金
99億億8,628,6200万円万円

市市債債
3億9,710万3億9,710万円円

道支出道支出金金
5億4,367万5億4,367万円円

諸収諸収入入
3億5,142万3億5,142万円円

そのその他他
55億億8,648,6455万円万円前年度比金　　　額

▲13.5％１０６億１,000万円一 般 会 計

▲11.2％２７億９,１４０万円国民健康保険

特

別

会

計

4.7％１５億３,１９０万円介 護 保 険

▲90.1％３億３３０万円老 人 保 健
皆増２億６,１９０万円後期高齢者医療

▲2.7％2,１４０万円公設地方卸売市場事業

55.7％１２億２,７７０万円公共下水道事業

52.0％1億６,６６０万円簡易水道事業

▲26.6％６３億４２０万円計

一般会計

歳入

地方贈与地方贈与税税

22億億6,806,8000万円万円

分担金及び負担分担金及び負担金金
11億億7,927,9288万円万円

使用料及び手数使用料及び手数料料
11億億6,316,3166万円万円

創造性豊かな産業を育むまち創造性豊かな産業を育むまちづづくりくり①①

967千円農業計画策定

4,200千円
東山地区鹿柵設置事業
助成金

１37,369千円中山間地域等直接支払

131,６４３千円
防衛施設周辺農業用施
設設置

45,250千円
農地・水・環境保全向上
対策

59,393千円
持続的農業・農村づくり
促進特別対策

69,499千円
農山漁村活性化プ ロ
ジェクト支援交付金

2,952千円有害鳥獣駆除対策

心豊かに学びあうまちづ心豊かに学びあうまちづくくりり

7,915千円外国語指導助手誘致

5,000千円
児童生徒送迎（スクール

バス購入）

6,864千円特別支援教育支援員配置

8,731千円
教育用コンピューター
整備

9,000千円
山部小学校屋内運動場
改築（実施設計）

36,602千円私立幼稚園補助金

574千円放課後子ども教室推進

みんなでつくる健全なまちづみんなでつくる健全なまちづくくりり

60千円男女共同参画推進

4,570千円地域づくり推進

2,000千円南大沼地区住居表示

安全で安心して暮らすまちづ安全で安心して暮らすまちづくくりり

７２６千円
地域防災（避難所標識設置、
防災訓練実施、防災対策ハ
ンドブック作成ほか）

1,175千円ごみ減量と再資源化啓発

4,910千円合併処理浄化槽設置整備
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平成20年度　富良野市一般会計　　

改
正
と
特
定
健
康
診
査
の
導
入
な
ど
に
伴
い
、
前
年
度

対
比
▲
3
億
5
3
6
0
万
円
▲　

・
2
％
と
大
幅
な
減

11

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
、
水
道
事
業
会
計
で
は
、
前
年
度
対
比
で
そ
れ
ぞ

れ
4
億
3
9
1
0
万
円　
　

・
7
％
増
、
5
7
0
0
万

55

円　
　

・
0
％
増
、
7
7
0
0
万
円　
　

・
3
％
増
と

52

12

大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
国
の
地

方
財
政
対
策
と
し
て
平
成　

年
度
よ
り
実
施
（
平
成　

19

19

年
度
は
補
正
予
算
で
対
応
）
し
て
い
る
公
的
資
金
（
地

方
債
）
の
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
（
※
注
）（
下
水
道
会

計
5
億
1
4
7
５
万
円
、
簡
易
水
道
会
計
4
6
5
６
万

円
、
水
道
事
業
会
計
6
4
3
8
万
円
）
の
予
算
計
上
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

平
成　

年
度
の
国
の
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
は
、

20

都
市
と
地
方
の
格
差
是
正
に
向
け
た
対
策
と
し
て
「
地

方
再
生
対
策
費
」
が
盛
り
込
ま
れ
、
普
通
交
付
税
の
算

定
に
お
い
て
は
、
一
定
程
度
、
地
方
へ
配
慮
し
た
も
の

と
な
る
見
込
み
で
す
が
、
今
後
と
も
市
税
を
は
じ
め
自

主
財
源
の
伸
び
を
期
待
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

財
政
健
全
化
計
画
を
着
実
に
実
施
し
、
歳
入
に
見
合
っ

た
歳
出
予
算
の
確
立
に
向
け
て
の
一
層
の
努
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

（
※
注
）
公
的
資
金
（
地
方
債
）
の
補
償
金
免
除
繰
上
償
還

　

通
常
、
公
的
資
金
（
財
政
融
資
、
旧
簡
易
保
険
、
公
営
企

業
金
融
公
庫
資
金
）
の
繰
上
償
還
を
行
う
に
は
、
後
年
度
の

利
子
相
当
額
を
「
補
償
金
」
と
し
て
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
平
成　

年
度
地
方
財
政
対
策
に
お
い
て
平
成　

年
度

19

19

か
ら　

年
度
ま
で
の
3
年
間
に
限
り
、
5
％
以
上
の
金
利
の

21

地
方
債
を
対
象
に
、
金
利
の
段
階
に
応
じ
財
政
力
や
公
債
費
、

公
営
企
業
の
資
本
費
等
の
状
況
に
応
じ
、「
補
償
金
」
を
支
払

わ
ず
に
繰
上
償
還
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
特
例
措
置
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
利
子
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

民生民生費費

30億３,８４３30億３,８４３万万円円

衛生衛生費費

１０億4,907１０億4,907万万円円

土木土木費費
11億4,128万11億4,128万円円

公債公債費費
15億1,858万15億1,858万円円

教育教育費費
10億6,128万10億6,128万円円

総務総務費費
9億6,868万9億6,868万円円

農林業農林業費費
8億3,813万8億3,813万円円

消防消防費費
4億2,125万4億2,125万円円

商工商工費費
3億7,716万3億7,716万円円

そのその他他
4,874,87１１万円万円

前年度比金　　　額

１２.３％７億５４０万円水 道 事 業企
業
会
計

▲２.５％7億６,６３０万円ワイン事業

４.１％14億７,１７０万円計

平成20年度予算額

総額１８３億８,５９０万円
（前年度比１７.４％減）

一般会計

歳出

議会議会費費
１億4,743万１億4,743万円円

創造性豊かな産業を育むまちづくり創造性豊かな産業を育むまちづくり②②

3,500千円
富良野・美瑛キャンペー
ン推進

2,300千円通年・滞在型観光推進

1,838千円鳥沼公園トイレ整備

19,500千円
太陽の里パークゴルフ
場整備

3３9千円
通年雇用促進支援（富良
野広域圏通年雇用促進
協議会分担金）

107,119千円中小企業振興資金融資

44,400千円
商工業パワーアップ資
金融資

4,160千円小口緊急特別資金融資

自然を生かした快適なまちづく自然を生かした快適なまちづくりり

101,826千円

市道改良舗装（北１丁目１、
五区３線、五区山部線、学
田三区山線（地域高規格道
路関連委託事業）

115,686千円土地区画整理

4,000千円北斗町公園整備

80,952千円

上水道（上五区地区配水
管布設・道道北の峰線配
水管布設・北の峰高区ポ
ンプ場動力計装機器）

4,500千円
簡易水道（布部市街地区
水道計装機器更新）

18,935千円
公共下水道（学田三区汚
水管布設ほか）

ふれあいの心がつくる健康なまちふれあいの心がつくる健康なまちづづくくりり

300,523千円
後期高齢者医療（特別会計繰
出金・医療療養給付費負担金）

3,928千円母子保健（妊婦健康診査）

34,997千円
養護老人ホーム寿光園
管理運営

1,558千円障害者自立支援特別対策

6,004千円
知的障害者入所更正施設北
の峯学園改築資金補給金

20,625千円各種予防接種委託

20,632千円
特定健康診査・特定保健
指導

1,885千円
生活機能評価（特定高齢
者把握）
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毎
月
発
行
さ
れ
る
市
の
広
報
紙

を
テ
ー
プ
に
吹
き
込
ん
で
視
覚
障

が
い
の
方
に
送
り
届
け
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
聞
こ
え

る
か
い
？
」（
池
田
沙
僖
子
会
長
）。

現
在
７
人
の
会
員
が
月
に
２
回
社

会
福
祉
協
議
会
に
集
ま
り
、
広
報

紙
の
ほ
か
市
議
会
だ
よ
り
、
社
協

だ
よ
り
の
音
訳
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
金
一
泰
子
さ
ん
は
「
見

え
な
い
人
が
聞
く
こ
と
を
意
識
し

て
、
自
然
で
聞
き
や
す
い
音
訳
を

心
が
け
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
広
報
紙
な
ど
の

担
当
箇
所
を
読
み
上
げ
、　

分
９０

テ
ー
プ
に
吹
き
込
み
ま
す
。
文
面

を
話
し
言
葉
に
直
し
た
り
、
言
葉

の
読
み
飛
ば
し
が
な
い
よ
う
作
業

は
入
念
に
行
わ
れ
、
違
和
感
が
あ

れ
ば
納
得
い
く
ま
で
録
音
を
繰
り

返
し
、
約　

ペ
ー
ジ
の
広
報
紙
の

２０

録
音
作
業
に
４
時
間
を
要
し
ま
す
。

　

会
の
設
立
は
平
成
３
年
。
当
時

社
会
福
祉
協
議
会
で
働
い
て
い
た

池
田
会
長
が
、
一
人
の
視
覚
障
が

い
の
方
か
ら「
広
報
紙
を
読
ん
で
」

と
頼
ま
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。

「
目
が
不
自
由
な
人
ほ
ど
情
報
が

ほ
し
い
の
で
は
？
」
と
い
う
思
い

か
ら
「
聞
こ
え
る
か
い
？
」
を
発

足
さ
せ
ま
し
た
。
旭
川
市
の
点
字

図
書
館
で
音
訳
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学

び
、
発
足
時
の
会
員
５
人
で
練
習

を
積
み
重
ね
ま
し
た
。「
マ
イ
ク
の

前
で
話
す
こ
と
は
慣
れ
て
い
な
い

連合会・町内会の話題をお知らせください。

地
図
を
使
っ
て
机
上
訓
練
。

万
一
の
災
害
に
備
え
て

情
報
の
共
有
に
取
り
組
む
。

■
弥
生
町
第
２
町
内
会
■

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

視覚障がいの方へ

声のお便りを届け

ています

ボランティアサークル「聞こえるかい？」

　

弥
生
町
連
合
会
（
平
川
明
徳
会
長
）

が
本
年
２
月
に
自
主
防
災
組
織
を
立

上
げ
た
の
を
受
け
て
、
弥
生
町
第
2

町
内
会
（
同
会
長
）
と
高
齢
者
の
ふ

れ
あ
い
ク
ラ
ブ
（
酒
井
健
吉
会
長
）

で
は
3
月
8
日
、
末
広
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
災
害
図
上
訓
練

（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｉ
Ｇ
（
デ
ィ
グ
）
は
、
地
域
住

民
が
共
同
で
、
地
図
を
使
っ
て
万
一

の
災
害
に
備
え
る
た
め
の
防
災
対
策

を
検
討
す
る
も
の
で
、
避
難
所
や
自

宅
か
ら
の
安
全
な
避
難
ル
ー
ト
を
確

認
し
た
り
、
要
援
護
者
や
頼
り
に
で

き
る
人
な
ど
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
地
図

上
に
落
と
し
て
手
作
り
防
災
マ
ッ
プ

に
仕
上
て
い
く
も
の
で
す
。
ま
た
、

自
分
た
ち
の
街
（
町
内
会
）
を
見
つ

め
直
す
こ
と
に
も
役
立
つ
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
、
参
加
し
た　

人
が
２
班

２０

に
分
か
れ
て
、
リ
ー
ダ
ー
の
平
川
会

長
か
ら
出
さ
れ
る
「
防
火
施
設
の
位

置
」「
大
き
な
建
物
」「
公
園
や
広
場
」

「
広
い
道
路
」「
狭
い
道
路
「
危
険
な

場
所
」「
高
齢
者
の
い
る
家
庭
」「
就

学
前
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
」「
町
内

会
役
員
宅
」
と
い
っ
た
指
示
事
項
を

マ
ジ
ッ
ク
や
シ
ー
ル
を
使
っ
て
次
々

と
マ
ッ
プ
に
印
や
色
分
け
を
し
て
い

き
ま
す
。

　

引
き
続
い
て
、「
い
ざ
地
震
（
洪
水
）

と
い
う
時
、
ど
う
す
る
か
（
避
難
前

後
の
心
得
）」
や
「
防
災
用
品
、
非
常

持
ち
出
し
」
に
つ
い
て
全
員
が
具
体

的
な
意
見
を
出
し
、
話
し
合
い
を
進

月に２回、録音作業を行う「聞こえるかい？」の会員

机上災害訓練でマップにマジックやシールで色分けする弥生町第２町内会のみなさん

　
地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑯
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人

　

日
の
出
町
で
鉄
板
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ま
さ
屋
」を
経
営
す
る
谷
口
正
也

さ
ん
は
、
妻
の
道
代
さ
ん
と
紫
野

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）
の
３
人
暮
ら
し
。

地
元
野
菜
を
鉄
板
で
焼
く
お
好
み

焼
き
が
中
心
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、
観

光
客
や
外
国
人
が
よ
く
訪
れ
る
店

と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

谷
口
さ
ん
は
愛
媛
県
出
身
。
学

生
時
代
は
登
山
部
に
所
属
し
、
四

国
、
九
州
の
山
を
登
る
ア
ウ
ト
ド

ア
派
。
カ
ナ
ダ
を
長
期
間
旅
行
し

た
経
験
の
持
ち
主
。　

年
前
、
バ

14

イ
ク
で
日
本
一
周
し
て
い
る
途
中

に
富
良
野
で
車
検
切
れ
に
な
り
、

そ
の
ま
ま
住
み
つ
き
ま
し
た
。「
憧

れ
て
住
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
よ

そ
者
扱
い
し
な
い
住
み
や
す
い
町

だ
っ
た
か
ら
」
と
話
し
ま
す
。

　

お
好
み
焼
き
店
を
や
り
な
が
ら

 10年たって本当の意味で富良野人になった気がします 

「夏は忙しくて遊べませんが、子どもが生まれて仕事中心の生
活から家庭中心の生活なりました。」と話す谷口さん家族

良野に

谷口 正也さん

　　 道代さん
　　　  ～日の出町～

たにぐち まさや

富
良
野
と
ラ
イ
ダ
ー
の
パ
イ
プ
役

に
な
れ
れ
ば
と
野
菜
や
観
光
を
紹

介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
し

て
い
ま
す
が
、
移
住
相
談
も
多
く

谷
口
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
移
住
し

て
き
た
人
も
多
い
と
い
い
ま
す
。

　
「
富
良
野
は
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の

イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
富
良
野
で
店

を
す
る
と
夏
は
忙
し
く
相
当
な
覚

悟
が
必
要
で
す
。
富
良
野
を
楽
し

む
だ
け
な
ら
内
地
で
働
い
て
夏
に

遊
び
に
来
る
方
法
も
あ
る
と
話
す

時
も
あ
り
ま
す
」

　

現
在
は
、
出
会
っ
た
客
と
の
繋

が
り
を
大
事
に
し
て
い
く
こ
と
が

楽
し
み
だ
と
い
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
出
身
の
道
代
さ
ん
も

山
と
旅
行
好
き
の
活
動
的
な
人
。

帯
広
の
有
名
菓
子
店
に
就
職
し
、

富
良
野
に
遊
び
来
て
ご
主
人
と
知

り
合
い
ま
し
た
。

　

道
代
さ
ん
は
ふ
ら
の
Ｐ
Ｒ
レ

デ
ィ
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
も
あ

り
、「
富
良
野
に
は
縁
が
あ
っ
た
ん

で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　

紫
野
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
か
ら

め
て
い
き
ま
し
た
。

　

進
行
役
の
平
川
会
長
が
、
教
員

時
代
に
自
ら
体
験
し
た
奥
尻
島
の

西
南
沖
地
震
や
厚
岸
の
津
波
避
難

の
様
子
を
随
所
に
伝
え
て
進
め
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
会
場
は
緊
迫
し

た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
こ
と
も
。

　

最
初
の
う
ち
は
、
全
員
が
「
Ｄ

Ｉ
Ｇ
に
取
り
組
む
の
は
初
め
て
」

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
戸
惑
い
が

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
マ
ッ
プ
が
仕

上
っ
て
く
る
に
つ
れ
て
、「
災
害
に

対
す
る
意
識
や
助
け
合
い
の
気
持

ち
が
す
ご
く
高
ま
っ
て
く
る
の
を

感
じ
る
」
と
い
う
参
加
者
の
声
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
川
会
長
は
「
お
互
い
を
よ
く

知
り
、
助
け
合
い
、
協
力
し
合
う

こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
。
活

発
な
町
内
会
は
災
害
時
に
大
き
な

力
に
な
る
。
防
災
意
識
の
高
揚
に

向
け
た
事
業
活
動
を
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

は
店
の
仕
事
を
休
み
、
子
ど
も
中

心
の
生
活
に
一
変
。
木
工
細
工
が

楽
し
み
で
「
娘
の
マ
マ
ゴ
ト
用
の

台
所
を
作
り
、
一
緒
に
遊
ん
で
い

ま
す
」
と
い
う
道
代
さ
ん
は
、
子

ど
も
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
友
人

（
マ
マ
友
）と
の
交
流
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
保
健
課
の
新
米
マ
マ
交
流
会

で
は
事
業
終
了
後
に
Ｏ
Ｂ
会
を
作

り
、
ま
た
、
文
化
会
館
の
事
業
で

も
新
米
マ
マ
を
対
象
と
し
た
講
座

の
企
画
な
ど
に
も
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　
「
街
中
に
幼
い
子
ど
も
を
持
つ

世
代
が
集
ま
れ
る
と
こ
ろ
を
つ
く

り
交
流
を
活
発
に
し
た
い
」
と
話

し
ま
す
。

　

谷
口
夫
妻
は
「
移
り
住
ん
で　
10

年
以
上
が
過
ぎ
、
町
内
会
の
活
動

に
参
加
し
た
り
、
子
ど
も
を
通
じ

た
交
流
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
地
元
密
着
の
生
活
を
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
本
当
の
意
味
で
地

元
の
人
間
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

移る

た
め
、
す
ご
く
緊
張
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
始
め
の
頃
は
録

音
作
業
に
夜
の　

時
過
ぎ
ま
で
か

１１

か
っ
て
い
ま
し
た
」
と
池
田
会
長

は
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

年
に
１
回
、
視
覚
障
が
い
の

方
々
と
の
交
流
会
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。「
毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」「
今
回
は
ち
ょ
っ
と
聞
き
づ
ら

か
っ
た
」
な
ど
の
様
々
な
意
見
を

い
た
た
だ
き
、
そ
れ
が
励
み
に

な
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

広
報
紙
に
つ
い
て
池
田
会
長
か

ら
「
も
う
ち
ょ
っ
と
分
か
り
や
す

い
言
葉
を
使
っ
て
も
ら
え
た
ら
」

と
の
助
言
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

富⑫
みちよ
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５
月
１
日
か
ら
戸
籍
窓
口
で

の
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す

結
婚
や
養
子
縁
組
な
ど
の
届
出
の
際
の
本

人
確
認
が
法
律
上
の
ル
ー
ル
に
な
り
ま
す
。

ど
う
し
て
？

　

戸
籍
は
、
国
民
の
身
分
関
係
が
記
載
さ

れ
る
大
切
な
帳
簿
で
す
が
、
最
近
、
他
人

が
う
そ
の
届
出
を
し
て
、
戸
籍
に
真
実
で

な
い
記
載
が
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
人
確
認
を
法
律
上
の

ル
ー
ル
に
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
？

　

結
婚
、
離
婚
、
養
子
縁
組
、
養
子
離
縁
、

認
知
の
届
出
に
つ
い
て
、
必
ず
窓
口
に
来

ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。
届

出
の
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
確
認
で
き
な
か
っ
た
本

人
に
対
し
、
届
出
が
受
理
さ
れ
た
こ
と
を

通
知
し
ま
す
。
ま
た
、
窓
口
で
本
人
確
認

で
き
な
い
場
合
は
、
結
婚
な
ど
の
届
出
を

受
理
し
な
い
よ
う
「
不
受
理
申
出
」
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
人
確
認
の
方
法

　

窓
口
に
来
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
、
運
転

免
許
証
、
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
な
ど
の
提
示
を
受
け
る
方
法
に
よ
り
本

人
確
認
を
行
い
ま
す
。

戸
籍
、
住
民
票
、
所
得
証
明
書
等
請
求
時

に
も
本
人
確
認
を
実
施
し
ま
す

　

近
年
、
本
人
の
知
ら
な
い
間
に
、
本
人

に
な
り
す
ま
し
た
第
三
者
か
ら
の
虚
偽
の

届
出
や
戸
籍
、
住
民
票
な
ど
の
各
種
証
明

書
の
請
求
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
５
月
１
日
か
ら
の
戸
籍
法
、

２０

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴
い
、
不
正

請
求
防
止
と
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
住

民
異
動
届
や
戸
籍
の
届
出
だ
け
で
な
く
、

戸
籍
や
住
民
票
、
所
得
証
明
書
な
ど
各
種

証
明
書
の
請
求
の
際
も
、
窓
口
に
来
ら
れ

た
方
の
本
人
確
認
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
証
明
書

　

住
民
票
の
写
し
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明

書
、
戸
籍
謄
本
・
抄
本
、
戸
籍
の
附
票
、
身

分
証
明
書
、
受
理
証
明
書
、
所
得
証
明
書
、

課
税
証
明
書
、営
業
証
明
書
、納
税
証
明
書
、

評
価
証
明
書
、
公
課
証
明
書
な
ど

本
人
確
認
の
際
に
提
示
い
た
だ
く
書
類

虚
次
の
書
類
か
ら
、
い
ず
れ
か
１
点
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
写
真
付
）、
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
外
国
人
登
録
証
、
各
種
免
許
証
な
ど
、

官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
の
身
分
証
明
書

許
１
が
な
い
場
合
は
、
次
の
書
類
か
ら
２

点
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
写
真
な
し
）、

健
康
保
険
証
、
学
生
証
、
社
員
証
、
年
金

手
帳
、
各
種
年
金
証
書
、
預
金
通
帳
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、
法
人
が
発
行
し
た
身
分
証
明
書
な
ど

　

書
類
に
よ
る
確
認
の
ほ
か
、
窓
口
で
口

頭
に
て
質
問
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、

本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。
代
理
人
の
方
が
窓
口
に
来
ら
れ

る
場
合
は
、
代
理
人
に
つ
い
て
の
本
人
確

認
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
委
任
状
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
本
人
確
認
書
類
と
あ

わ
せ
て
委
任
状
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

架
市
民
課　
　
　
　

拶
３
９
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若
葉
屋
外
水
泳
プ
ー
ル
の
閉
鎖

に
つ
い
て

　

若
葉
屋
外
水
泳
プ
ー
ル
は
、
昭
和　

年
５７

に
開
設
以
来
、
夏
季
の
市
民
の
体
力
づ
く

り
を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
が
水
泳
に
親

し
む
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
利
用
い
た
だ

.

き
ま
し
た 
。

　

平
成　

年
度
は
、
扇
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

１９

の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
安
全

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、　

日
間
開
設
し

３２

ま
し
た
が
、
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
い
こ

と
か
ら
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
協
議
を
重

ね
、
施
設
を
改
修
す
る
に
は
多
額
の
費
用

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
プ
ー
ル
の
安
全
・

安
心
の
確
保
と
危
険
防
止
を
最
優
先
し
て

廃
止
の
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
代
替
施
設
と
な
る
「
ふ
ら
っ
と
」

の
利
用
に
関
し
て
、
小
学
校
児
童
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
約
８
割
の
児

童
か
ら
「
ふ
ら
っ
と
」
は
楽
し
い
と
の
回

答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、
本
年
２
月　

日
に

２１

開
催
い
た
し
ま
し
た
地
域
説
明
会
で
、
施

設
の
現
況
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
平
成　

年
度
を

１９

も
っ
て
閉
鎖
す
る
こ
と
で
地
域
の
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
が
「
ふ
ら
っ
と
」

を
よ
り
楽
し
く
水
泳
に
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
た
め
に
、
市
・

ふ
ら
っ
と
・
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
構
成

す
る
「
子
ど
も
た
ち
の
ふ
ら
っ
と
利
用
推

進
会
議
」
で
利
用
促
進
に
向
け
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

架
社
会
教
育
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
８

４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

現
行
の
老
人
保
健
制
度
に
か
わ
る
新
し

い
医
療
制
度
で
、　

歳
以
上
全
員
と　

歳

７５

６５

以
上
で
障
が
い
の
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

虚
加
入
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

許
保
険
料
は
一
人
ひ
と
り
が
納
め
ま
す
。

（
原
則
年
６
回
の
年
金
か
ら
差
し
引
い
て

納
付
さ
れ
ま
す
）

距
被
保
険
者
証
が
一
人
１
枚
に
な
り
ま
す
。

（
３
月
下
旬
に
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
）

鋸
病
院
な
ど
で
の
窓
口
負
担
は
１
割
で
す
。

（
現
役
並
み
の
方
は
３
割
）
受
け
ら
れ
る
医

療
給
付
は
今
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

漁
市
が
実
施
す
る
健
康
診
査
が
受
診
で
き
ま
す
。

禦　

歳
以
上　

歳
未
満
の
老
人
医
療
対
象

６５

７５

者
で
被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
事
務
所
、

健
康
保
険
組
合
な
ど
）
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
は
、
勤
め
先
を
経
由
し
て
資
格
喪
失

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

架
市
民
課　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
１
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パブリックコメント手続
意見を提出できる方
虚市内に住んでいる方許市内で働い
ている方距市内で学んでいる方鋸市
内に事業所がある法人や団体
提出方法
虚封書・ファックス・電子メールな
ど書面（様式自由）や録音テープで
お寄せください。
許担当課窓口に直接提出（公表場所
に設置している意見箱にも）
距意見を提出するときは、住所・氏
名などを記入してください。氏名な
どは公表しませんが、記入がない意
見には回答できない場合もあります。
原案の公表場所
●行政情報コーナー（市役所１階市
民ロビー）
●山部・東山支所窓口●担当課
●市ホームページ

市民の意見募集
富良野看護専門学校入学定

員の変更について
意見募集期間　
平成２０年４月１１日画～５月２日画
定員を変更する理由
　富良野看護専門学校は地域の保
健・医療・福祉の分野において、温
かな心で人々を支え看護の責任を果
たすことのできる看護師の養成を使
命として、平成6年に開校、平成20年
3月までに392名の卒業生を送り出し、
富良野地域には101名(卒業時)が看護
職として活躍しています。
　しかし、近年、18歳人口の減少や４
年生大学志向の学生の増加に伴い、学
生の確保に困難が生じており、それに
加え、学生の価値観の多様化や気質の
変化等、学生の質の変化は否めない状
況にあります。一方、実習施設の体制
変革に伴い、実習受け入れが困難な状
況も生じている現状です。
　このため、生徒にきめ細かな教育・
支援を行い、教育のレベルアップを
図るため入学定員を見直すものです。
計画の概要
　入学定員を現行「40名」から「30
名」に改める
実施時期　平成21年4月1日から適用(

平成21年度の入学生から適用予定）
今後のスケジュール
平成２０年５月　パブリックコメント
の結果公表予定
問合せ/意見提出先
看護専門学校
〒０７6‐0018　
富良野市弥生町５番１号　
志22‐5510　思22‐1075
電子メール　
kango-jimuk@city.furano.hokkaido.jｐ

パブリックコメント手続の結
果について
　次の原案に対してパブリックコメ
ント手続を実施しましたが、意見が
ありませんでした。
虚富良野市学校教育中期計画（平成
２０年度～平成２４年度）策定について
許特定健康診査等実施計画の策定に
ついて

審議会等委員の募集
　市では、市民参加を進めるため、
審議会等の委員の公募を積極的に進
めています。今回は、平成20年度に

公募する審議会等委員をまとめて公
募委員として募集し、登録された方
の中から委員を選考させていただき
ますので、ご希望の方は申し込みく
ださい。
対象審議会等
富良野市行革推進市民委員会
（公募３名以内）
富良野市交通安全推進協議会
（公募２名以内）
富良野市社会教育委員会議
（公募２名以内）
富良野市次世代育成支援地域協議会
（公募３名）
報　酬  １回の会議につき2,750円
応募の条件　市民
※条件は各審議会等で異なります。
募集期間　４月30日我まで
登録期間　平成20年５月１日～平成
23年４月30日の３年間
申込み　ホームページまたは総務課、
山部支所及び東山支所に備付けの申
込書に必要事項を記入のうえ、申し
込みください。
問合せ　総務課　志39‐2300

市民参加手続の
ページ

概要のみ掲載。全文は公表場所で
ご覧ください。

市民の声
図書館の開館について
　　　　　　　　　緑町　男性
　図書館の休館日が年間９０日以上
もあり、これは年間４分の１になる
のでは？それに富良野は全道の平
均開館設定になっていると言うこ
とですが、民間では代休等の活用や
工夫で閉館日数を少なくしている
はず、その様なことは全く考えられ
ないのですか？働いている人の休
日は当然保障した上で今一度考え
てみて下さい。市が指定管理委託し
た多くの施設ではかつても今も職
員の休日は保障しつつ図書館ほど
閉館日はないはずです。「スポーツ
センター、温泉などです」

図書館です　　拶２２‐３００５
　昨年は、新図書館情報システム導
入にあたり、データ更新・蔵書総点
検・動作確認及び機器の操作研修な
どの作業のため、やむをえず休館い
たし、利用者のみなさんにはご不便
をおかけしました。
　平成２０年度の開館日数は２８１日、
休館日は８４日を予定しており、道内
の公立図書館の平均的な開館状況

となっています。これに加えて、今
年度からゴールデンウイークや年末
年始など休館日が多くなる時期には、
期間中の祝日などに臨時開館日を設
けることを予定し、できるかぎり開
館日を確保していきたいと考えてい
ます。
　図書館は、他のスポーツ施設など
と違い、新刊図書や寄贈図書の製本・
登録、整理・配架、修理、古い図書
の廃棄および展示作業など、開館日
には整理がつかないものがあるため、
毎月整理休館日を設けて、それらの
作業を集中的に実施しています。さ
らに、公立図書館の多くは、毎年１
～２週間程度の特別整理休館日を設
け蔵書点検を実施しており、本館で
も約９万５千冊の蔵書を１冊ずつ本
の有無、書架の場所、データ内容、
不明本、破損本などの確認作業を行
なっています。本館の場合は、新規
導入の図書館情報システムを活用し
た作業効率の向上によって、５日間
程度に短縮し、より多く開館日を確
保していきます。
　今後とも、「市民に親しまれる図書
館づくり」をめざして、利用者のニー
ズや利便性に応える運営管理に努め
ていきます。
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運
動
は
ど
う
し
て
必
要
？

生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
に

「ありがとう山部第一小学校」

部第一小学校の閉校式が３月８

日、卒業生や旧職員、地域の方

など約２５０人が出席して行われ、母校と

の別れを惜しみました。同校は明治４３

年に山部尋常小学校第一分教場として

開校。昭和３０年代には在籍児童１００人を

超えていました。閉校式では、９８年の

歴史の最後を締めくくる在校生８人が

１年間の思い出を語り、校舎のレリー

フを記念品として贈りました。

山

看護専門学校で卒業式。第１２期生２６人が巣立つ

良野看護専門学校の卒業式が３

月７日、同校の講堂で行われ、

これからの医療・福祉を支える第１２期

生２６人が巣立ちました。式では登尾校

長が卒業生一人ひとりに卒業証書を授

与。能登市長は「これから実社会に入

ることで、忍耐力と根性が必要になり

ます。３年間の経験を生かし立派な社

会人になってほしい」と激励しました。

卒業生は大学や病院に進む予定です。

富

　
「
あ
な
た
も
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
か
ら
脱
出
で
き

る
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
が
主
催

し
た
健
康
づ
く
り
研
修
会
が
３

月
８
日
、
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、

市
民
約
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

８０

　
札
幌
市
中
央
健
康
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
の
田
頭
正
一
さ
ん
が
「
運

動
は
ど
う
し
て
必
要
？
生
活
習

慣
病
予
防
の
た
め
に
」
と
題
し
て

講
演
し
、
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
を
今
、
改
善
す
る
か
ど

う
か
で
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な

ど
の
怖
い
病
気
を
防
ぐ
可
能
性

が
高
ま
る
。
運
動
を
行
う
こ
と
で

生
活
習
慣
病
の
治
療
・
予
防
が
図

ら
れ
る
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
田
頭
さ
ん
に
よ
る
と
、
内
臓
脂

肪
を
減
ら
す
に
は
、
有
酸
素
運
動

が
効
果
的
で
、
有
酸
素
運
動
と
は

体
内
に
酸
素
を
取
り
入
れ
、
心
臓

や
肺
の
機
能
を
高
め
た
り
、
脂
肪

を
燃
焼
さ
せ
る
効
果
の
あ
る
運

動
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
、
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ダ
ン
ス
な

ど
が
当
て
は
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

運
動
以
外
の
身
体
活
動
量
を
増

や
す
こ
と
も
重
要
で
「
ち
ょ
っ
と

し
た
距
離
で
は
歩
く
」
「
テ
レ
ビ

第
２
回
健
康
づ
く
り
研
修
会の

リ
モ
コ
ン
を
使
わ
な
い
」
な
ど
、

日
常
生
活
か
ら
常
に
身
体
を
動

か
す
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
事

だ
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
実
技
で
は
、
参
加
者
全
員
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
、
田
所
さ

ん
か
ら
「
へ
そ
の
下
あ
た
り
を
前

に
押
し
出
す
イ
メ
ー
ジ
で
、
普
段

よ
り
少
し
早
く
歩
く
こ
と
で
ダ

イ
エ
ッ
ト
効
果
が
高
く
な
る
」
と

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
し
て
の
ポ
イ

ン
ト
の
指
導
が
あ
り
ま
し
た

　
ま
た
、
市
の
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事

業
参
加
者
か
ら
の
体
験
発
表
が

行
わ
れ
「
事
業
に
参
加
し
、　

㌔
２６

の
減
量
に
成
功
。
楽
し
み
を
見
つ

け
な
が
ら
続
け
る
こ
と
が
コ
ツ
」

と
話
が
あ
り
ま
し
た
。
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占冠村
今年も鵡川でラフティング！
初心者からリピーターまで大満足！

　占冠村を流れる鵡川は、北海道
でもトップクラスのエキサイティ
ングリバー。落差が大きく川幅が
狭いので、「このスリル感がたまら
ない」と毎年大人気！
　自然に圧倒されながら下るツ
アーを、ぜひ体験してみてくださ
い！

架経済課産業グループ  
拶5６‐２１７４

中富良野町
森林公園５月３日オープン（予定）

　中富良野のシンボル、北星山。
田園風景をゆっくりとながめなが
ら、のぼりつめると森林公園があ
ります。　園内には、フィールド
アスレチック、キャンプ場、バン
ガローなどが設置されており、自
然を身近に感じられる、いやしの
場としても親しまれています。

架産業建設課　拶４４‐２１２３　

南富良野町

道の駅「南ふらの」でひと休み

　国道３８号線沿いにカヌーの舳先
をイメージした外観の南ふらの物
産センター。館内には、地元産の
食材を使用したメニューを味わう
ことができるレストランや町の特
産品、お土産品などもあります。
また、幻の淡水魚イトウを始めア
メマス、ニジマスなどが水槽の中
に見ることができます。

　快適なドライブの休憩にぜひお

立ち寄りください。

架振興公社　拶５２－２１００

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

山部保育所園児作

「もうすぐ１ねんせい」

　卒園と入学に期待

を寄せている卒園児

と元気で頑張ってと

応援する在園児の共

同制作です。

郷ラングラウフ大会が３月９

日、麓郷の森で行われ、全国か

ら集まった376人の参加者が心地よ

い汗を流しました。麓郷の大自然を体

感するコースとして、５・１０・１５㎞

を設定。この日は好天にも恵まれ、参

加者は自然を楽しみながら、１時間か

ら２時間かけて走破しました。今年は、

ノルディックウォーキング協会の会

員も初参加し、大会を盛り上げました。

麓

麓郷ラングラウフ大会に３７６人が参加

民タイム申告制水泳大会が２

月２４日、中心街活性化センター

「ふらっと」で行われ、小学１年生か

ら７５歳までの３３人が参加しました。大

会は自己申告のタイムと実際に泳い

だタイム差が少ないほうが上位とな

るルール。２５ｍと５０ｍの距離をバタフ

ライや背泳ぎなど４種目にわたる競

技で行われ、参加者は、目標のタイム

に向かい一生懸命に泳いでいました。

「ふらっと」で市民タイム申告制水泳大会

上富良野町

～雪景色を眺めながら～

「吹上露天の湯」

　十勝岳温泉郷では、4月もまだ
まだ雪景色！雪景色を眺めながら
「吹上露天の湯」で癒してみません
か?
　大自然を満喫しながらの露天風
呂は格別ですよ。十勝岳の大自然
をゆっくりとお楽しみください

架産業振興課　拶45‐6983

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。

応募、問合先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

市
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 譲
り
ま
す
 

捌
ラ
ー
メ
ン
丼
捌
観
賞
用
水
槽
捌
省
エ
ネ

ナ
ビ
捌
木
製
２
段
ベ
ッ
ト
捌
あ
ん
ま
機

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
パ
イ
プ
ベ
ッ
ト
捌
補
聴
器
捌
日
本
史
年

表
（
高
校
副
読
本
）
捌
紋
付
・
羽
織
・
袴
・

角
帯
（
男
用
一
式
）
捌
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
捌
サ

ン
ポ
ッ
ト
石
油
ス
ト
ー
ブ
捌
緑
峰
高
校
ブ

レ
ザ
ー
（
女
）
捌
石
油
ス
ト
ー
ブ
（
煙
突
タ

イ
プ
）
捌
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
捌
ハ
イ
パ
イ
プ

ベ
ッ
ト
（
下
に
机
付
）

消費者相談 Ｑ＆Ａ

Ｑ

A

ごみＱ＆Ａ

分別に迷ったら、環境生活課(緯３９‐２３０８)へ

寄付  ありがとうございます

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

「ふとん販売の二次被害」（７０代　男性）

消費相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

富良野市へ

金　20万円　齋藤　朋久

寿光園へ

みかん　１箱　曹光寺

順不同・敬称略

中央省庁の行政書士と名のる男から、以前契約し
た業者について「団体訴訟を起こすことになった。

それで供託金を払って欲しい」と連絡が入った。　　
　話を聞くと、５年前に買った布団の業者について団体
訴訟を起こす事になったので供託金６０万円が必要だと
説明された。家に来てもらい、銀行まで送迎してくれた
ので、貯金を下ろし、６０万円支払ってしまった。委任状
にもサインをしたが、控えはもらっていない。もう一度
会う約束をしたが、どうも騙されたような気がする。ど
うしたら良いだろうか。

中央省庁の名を名乗って電話したり、訪問したり、
団体訴訟のために供託金を求めるなどということ

は絶対ありません。詐欺だと思われます。すぐに警察に
被害届けを出すように助言しました。
　布団の契約についても、納得がいかなければ契約書を
持って相談に来るよう説明しました。その他にも似たよ
うなケースが多くあります。以前、訪問販売等で布団な
どを買ったことのある人のところに、代金を取り戻して
あげると言ってきたりすることも増えています。　　　
　代金が戻ってきたことはありませんし、解約手数料を
騙し取られたり、新たにまた契約をしてしまったりする
ケースもあります。そのような電話や訪問を受けた時は、
１人で悩まずにご相談ください。

壊れたヘアドライヤーを捨てたいのですがどうすればい
いのですか？Ｑ
ヘアドライヤーなどの小型電気製品を捨てる場合には、市
役所（環境生活課）または、各支所の窓口で小型電気製品

　　専用袋（一袋630円）を購入してください。袋に入る限り
　　小型電気製品を入れて粗大ごみと同じ月1回の収集日に自
　　宅の玄関前に出してください。小型電気製品は、他にも電
　　気カミソリ、電気コード、電卓、ゲームカセット、携帯ラ
　　ジオ、リモコン、電話機などが対象となります。

Ａ

金属のキャップを空き缶専用袋（青い袋）に入れて出し
たら収集されませんでした。金属のキャップは、何ごみ
に出せばいいのですか？

Ｑ
金属のキャップは、金属類になります。透明袋に入れて空
き缶･金属の日に出してください。空き缶専用袋（青い袋）
で出せるものは、飲料用缶・缶詰、オイル缶、塗料缶など

　　のスチール缶・アルミ缶が対象となります。

Ａ
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

邪魔して怒られ

てばかりだけど、

お姉ちゃんが大

好き。

加藤　 萌恵 さん
も　え

（３歳（３歳））

　　　 卓磨 さん
たくま

（１歳（１歳））
桂木町

部
屋
の
乾
燥
や
ほ
こ
り
、
長
時
間

の
エ
ア
コ
ン
使
用
な
ど
は
、
声
帯

の
振
動
に
負
担
を
か
け
る
た
め
、

声
を
出
し
づ
ら
く
な
る
引
き
金
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

カ
ラ
オ
ケ
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
と
騒

音
下
で
の
発
声
は
、
無
理
に
大
声

を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
喉
頭
の
乾
燥
を
誘
発
す
る
嗜

好
品
と
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
や
コ
ー

ヒ
ー
・
紅
茶
な
ど
の
カ
フ
ェ
イ
ン

を
含
む
飲
み
物
、
た
ば
こ
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
声
を
使
う
職

業
の
方
、
部
活
な
ど
で
大
き
な
声

を
出
す
お
子
さ
ん
も
、
声
を
い
た

め
や
す
く
、
こ
え
が
れ
の
予
防
が

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

嗄
声
を
起
こ
す
病
気
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
炎
症
性
の
も
の
、

腫
瘍
性
の
変
化
、
声
帯
を
動
か
す

神
経
の
異
常
な
ど
で
す
。
次
回
は
、

い
ろ
い
ろ
な
疾
患
に
つ
い
て
お
話

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

富良野医師会　理事　林　浩 ●こえがれ（ 嗄声 ）の話①
させい

　

声
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
な
手
段
で
あ
り
、
声
質
を
良

い
状
態
に
保
つ
こ
と
は
大
切
な
事

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
風
邪
を

ひ
い
た
と
き
や
ま
た
カ
ラ
オ
ケ
で

何
曲
も
歌
っ
た
翌
日
に
、
ガ
ラ
ガ

ラ
声
に
な
っ
た
り
、
声
が
出
し
づ

ら
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
は
日
常

で
も
よ
く
経
験
さ
れ
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
の
ど
の
ズ
ー
ッ
と
奥

の
ほ
う
、
い
わ
ゆ
る
の
ど
仏
の
あ

た
り
に
声
帯
と
い
う
声
を
出
す
器

官
が
あ
り
、
声
帯
の
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
で
こ
え
が
れ
を
起
こ
し
ま
す
。

　

声
を
出
す
仕
組
み
は
複
雑
な
の

で
す
が
、
簡
単
に
説
明
し
て
み
ま

す
。
息
を
吸
う
と
き
は
、
左
右
の

声
帯
が
大
き
く
開
き
空
気
が
気
管

か
ら
肺
の
ほ
う
に
入
っ
て
い
き
ま

す
。
声
を
出
す
と
き
に
は
、
左
右

の
声
帯
が
目
に
見
え
な
い
ぐ
ら
い

の
ス
ピ
ー
ド
で
振
動
し
な
が
ら

し
っ
か
り
と
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
で

よ
い
声
を
出
し
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
声
帯
の
振
動
が
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
り
、
閉
鎖
が
十
分
に

出
来
ず
隙
間
が
あ
っ
た
り
す
る
と
、

こ
え
が
れ
を
起
こ
す
わ
け
で
す
。

　

日
常
生
活
を
お
く
る
う
え
で
の

生
活
環
境
、
生
活
習
慣
、
趣
向
な

ど
に
よ
り
、
音
声
障
害
（
こ
え
が

れ
）
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
す
る

要
因
が
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

声帯を上から見た図

１００日に

なりました！

中田　 愛菜 さん
あいな

（３カ月（３カ月））
新光町
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鋸
速
度
上
昇
期
に
伴
う
ス
ピ
ー
ド

の
出
し
過
ぎ
防
止

漁
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

架
環
境
生
活
課拶

３
９
‐
２
３
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

防
犯
灯
設
置
費
補
助
金

　

犯
罪
の
な
い
明
る
い
街
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
防
犯
灯
を
設
置

ま
た
は
改
修
を
行
う
町
内
会
（
団

体
な
ど
）
に
、
そ
の
工
事
費
に
対

し
て
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
を
し

て
い
ま
す
。

　

補
助
申
請
の
受
け
付
け
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

町
内
会
（
団
体
な
ど
）
は
環
境
生

活
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対　

象　

道
路
・
一
般
交
通
の
用

く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

4
月
6
日
蚊
〜
4
月　

日
峨
ま

15

で
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行

わ
れ
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が

交
通
安
全
を
自
ら
の
こ
と
と
捉
え
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
思
い
や
り

の
あ
る
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

虚
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

許
飲
酒
運
転
の
根
絶

距
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

に
供
す
る
場
所
・
路
地
・
広
場
に

設
置
す
る
団
体
。

補
助
金
額　

１
灯
に
つ
き
設
置
費

用
の　

％
ま
た
は
、
2
7
0
0
0

４０

円
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額
。

そ
の
他　

申
請
前
に
工
事
を
行
っ

た
防
犯
灯
は
、
補
助
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

架
環
境
生
活
課拶

３
９
‐
２
３
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
・

お
も
て
な
し
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
運
動
へ
の
参
加
の
お
願
い

　

７
月
に
開
催
さ
れ
る
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
、
よ
り
良
い
環

境
で
来
道
者
を
迎
え
る
た
め
「
北

海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
・
お
も
て

な
し
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
運
動
」
を

次
の
と
お
り
展
開
し
ま
す
。

北
海
道
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

ご
み
の
散
乱
防
止
と
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
を
目
的
と
し
て
、
啓
発
、

清
掃
、
回
収
再
利
用
な
ど
を
行
う

運
動
で
す
。

メ
イ
ン
デ
ー　

４
月　

日
蚊
予
定

２７

申
込
み　

環
境
生
活
課

ラ
ブ
ア
ー
ス
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

i
n
北
海
道
２
０
０
８

　
「
私
た
ち
の
北
海
道
を
私
た
ち

の
手
で
き
れ
い
に
す
る
」
こ
と
を

め
ざ
す
、
全
道
一
斉
ご
み
拾
い
の

運
動
で
す
。

メ
イ
ン
デ
ー　

北
海
道
が
一
番
き

れ
い
に
な
る
日（
６
月
上
旬
予
定
）

申
込
み　

ラ
ブ
ア
ー
ス
・
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
i
n
北
海
道
事
務
局

（
拶
０
１
１
‐
５
２
１
‐
４
６
６
０
）

架
環
境
生
活
課拶

３
９
‐
２
３
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

浄
化
槽
設
置
整
備
補
助
金

　

平
成　

年
度
浄
化
槽
設
置
整
備

20

補
助
金
の
希
望
申
し
込
み
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
申
し

込
み
は
浄
化
槽
設
置
者
本
人
か
同

居
の
家
族
の
方
に
限
り
ま
す

対　

象　

下
水
道
区
域
外
で
、
居

住
用
の
住
宅
に
設
置
す
る
方

受
付
期
間　

４
月　

日
俄
〜
５
月

１４

　

日
峨
（
申
し
込
み
が　

基
に
達

１３

１０

し
た
時
点
で
終
了
し
ま
す
）

必
要
書
類　

浄
化
槽
工
事
の
見
積
書

架
環
境
生
活
課　

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

労
働
契
約
法
が
改
正
に
な
り

ま
し
た

　

平
成　

年
３
月
１
日
か
ら
、
就

２０

業
形
態
の
多
様
化
、
個
別
労
働
関

係
紛
争
の
増
加
な
ど
に
対
応
し
、

個
別
の
労
働
者
及
び
使
用
者
の
労

働
関
係
が
良
好
な
も
の
と
な
る
よ

う
に
ル
ー
ル
を
整
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
労
働
契
約
法
」
が
施

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
w
w
.hokkaido-labor.go.j

 
 
 
                    p  

架
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
良
野

拶
２
３
‐
４
１
２
１

福　袋
　　　　　角田　光代
私たちはだれも、中身の
わからない福袋を持た
されて、この世にうまれ
てくるのかもしれない
…。謎で不可解な届け物
や依頼、同僚、夫など身
近な人の不可解さに出
くわす８つの連作小説
集。

●児童書（新着）
おおちき　ひとみホタルの川
とみた　真矢スイカぼうず

●一般書（新着）
瀬戸内　寂聴老いを照らす
酒井　順子いつから中年？
芦辺　拓裁判員法廷

架図書館　拶２２‐３００５

定例休館日　毎週月曜日　
整理休館日 ２５日画

１階おはなしコーナー
　毎週水曜日午後３時から
　どんぐりおはなし会
２階多目的ホール　
　１２日臥　午前１０時３０分から　おはなし会
２階展示ホール　
　４月８日峨まで　全国学生書道展覧会

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本

※今年は５月５日俄“こどもの日”を開館
　します。“こどもの図書館まつり”と題し
　て楽しい企画を計画しています。また、
　４月２９日峨も開館いたします。
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

た
ば
こ
対
策
推
進
事
業
の
　

実
施
に
つ
い
て

　

保
健
所
で
は
、
た
ば
こ
対
策
推

進
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

虚
相
談　

た
ば
こ
や
禁
煙
に
関
す

る
こ
と

許
講
話　

企
業
・
団
体
な
ど
へ
、

た
ば
こ
の
知
識
を
お
伝
え
し
ま
す
。

距
未
成
年
喫
煙
防
止
講
座　

生
徒
、

教
職
員
、
保
護
者
向
け
の
講
話
や

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
な
ど
の
実
施

鋸
禁
煙
支
援　

禁
煙
を
希
望
す
る

方
へ
、
楽
に
禁
煙
す
る
お
手
伝
い

架
富
良
野
保
健
所
健
康
推
進
課

拶
２
３
‐
３
１
６
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

小
児
救
急
電
話
相
談
の
実
施

曜
日
（
土
曜
日
）
の
拡
大

　

北
海
道
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
平

日
（
午
後
７
時
〜　

時
）
に
加
え
、

１１

平
成　

年
４
月
５
日
か
ら
土
曜
日

２０

（
午
後
７
時
〜　

時
）も
小
児
救
急

１１

電
話
相
談
事
業
を
行
い
ま
す
。

※
医
師
が
直
接
診
察
し
て
治
療
を

行
う
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
電
話
に
よ
る
家
庭
で
の
一
般
的

対
処
な
ど
に
関
す
る
助
言
ア
ド
バ

イ
ス
行
う
も
の
で
す
。

相
談
電
話
／
問
合
せ

小
児
救
急
電
話
相
談

拶
０
１
１
‐
２
３
２
‐
１
５
９
９

（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
固
定
電
話
や
携

帯
電
話
か
ら
は
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
♯

８
０
０
０
番
も
利
用
で
き
ま
す
）

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

市
駐
輪
場
放
置
自
転
車
を
　

処
分
し
ま
す

　

昨
年
、
駅
前
及
び
市
駅
裏
駐
輪

場
閉
鎖
時
に
放
置
し
て
あ
っ
た
自

転
車
を
市
役
所
で
保
管
し
て
い
ま

す
。
広
報
な
ど
で
、
心
当
た
り
の

方
に
引
取
り
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
し
た
が
、
条
例
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
処
分
し
ま
す
。

処
分
予
定　

４
月　

日
俄
以
降

１４

処
分
台
数　
　

台
（
対
象
自
転
車

５９

の
特
徴
を
市
役
所
掲
示
板
に
公
示

し
て
い
ま
す
）

※
引
取
り
を
お
忘
れ
の
方
は
、
身

分
を
証
明
す
る
物
と
印
鑑
が
必
要

で
す
。

架
財
政
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定

　

北
海
道
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域

等
（
急
傾
斜
の
崩
落
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
に
は
住
民
な
ど
の
生
命

ま
た
は
身
体
に
危
険
が
生
じ
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
土
地

の
区
域
）
に
基
づ
き
、
次
の
区
域

が
指
定
に
な
り
ま
し
た
。　

指
定
箇
所　

・
北
二
線
川
流
域（
北

の
峰
町
一
部
）・
四
線
川（
中
御
料
）

※
指
定
区
域
の
市
民
の
方
に
は
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
３
月
お
知
ら
せ

版
に
同
封
し
配
布
し
て
い
ま
す
。

架
総
務
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

警
察
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
菜
採
り
に
よ
る
事
故
防
止　

　

慣
れ
た
山
で
も
油
断
す
る
と
そ

こ
に
事
故
の
「
落
と
し
穴
」
が
あ

る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
山
菜
採
り

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

・
一
人
で
山
菜
採
り
に
い
か
な
い

・
家
族
な
ど
に
必
ず
行
き
先
と
帰

る
時
間
を
知
ら
せ
る
。

・
一
緒
に
入
っ
た
仲
間
と
声
を
掛

け
合
っ
た
り
、
ラ
ジ
オ
を
鳴
ら
す

な
ど
し
て
絶
え
ず
お
互
い
の
位
置

を
知
ら
せ
合
う
。

・
歩
い
た
場
所
が
分
か
る
よ
う
に

テ
ー
プ
な
ど
で
目
印
を
付
け
る
。

・
目
立
つ
服
装
を
し
、
笛
や
雨
具

な
ど
を
携
行
す
る
。

・
携
帯
電
話
や
非
常
食
、
熊
よ
け

の
鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携
行
す
る
。

・
熊
の
出
没
情
報
に
注
意
す
る
と

と
も
に
、
真
新
し
い
熊
の
足
跡
な

ど
を
見
つ
け
た
ら
引
き
返
す
。

万
が
一
、
迷
っ
た
時
に
は

・
落
ち
着
い
て
自
分
の
位
置
を
確

認
し
、
む
や
み
に
動
き
回
ら
な
い
。

・
捜
索
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
見
え

た
ら
、
木
の
枝
を
揺
す
っ
た
り
、

タ
オ
ル
を
振
っ
て
合
図
を
送
る
。

・
暗
く
な
っ
た
ら
、
体
力
を
温
存

し
、
木
陰
や
岩
陰
な
ど
の
雨
や
夜

露
に
濡
れ
な
い
場
所
で
野
宿
す
る
。

北
海
道
警
察
採
用
試
験

実
施
区
分

【
A
区
分
】
男
性
・
女
性

採
用
予
定　

平
成　

年
４
月
以
降

２１

（
既
に
大
学
を
卒
業
し
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
平
成　

年　

月
に

２０

１０

採
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

学　

歴　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
な
ど
を

卒
業
し
た
方
（
平
成　

年
４
月
卒

２１

業
見
込
み
の
方
を
含
む
）

年　

齢　

昭
和　

年
４
月
２
日
か

５１

ら
昭
和　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生

６２

ま
れ
た
方

【
B
区
分
】
男
性
の
み

採
用
予
定　

平
成　

年　

月

２０

１０

学　

歴　

A
区
分
以
外
の
方
（
学

校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
在
学

中
の
方
を
除
く
）

年　

齢　

昭
和　

年　

月
２
日
か

５０

１０

ら
平
成
２
年　

月
１
日
ま
で
に
生

１０

ま
れ
た
方

受
付
期
間　

　
　
　
　

４
月
２
日
我
〜　

日
我

１６

架
富
良
野
警
察
署

拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

市
民
還
元
ワ
イ
ン
、
好
評
販

売
実
施
中

　

ふ
ら
の
ワ
イ
ン
赤
を
市
民
特
別

価
格
税
込
9
0
0
円
で
販
売
し
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

ご
家
庭
用
と
し
て
、
ふ
ら
の
ワ
イ

ン
を
ス
ト
ッ
ク
し
ま
せ
ん
か
。
市

内
酒
販
店
に
て
、
ご
希
望
の
本
数

を
お
求
め
く
だ
さ
い
。
4
月　

日
30

我
ま
で
と
な
っ
て
ま
す
。

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
の
マ
ジ
ッ
ク

　

同
じ
ワ
イ
ン
で
も
ワ
イ
ン
グ
ラ

ス
に
よ
っ
て
、
味
わ
い
の
印
象
が

変
わ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
ワ
イ

ン
グ
ラ
ス
を
揃
え
、
違
い
を
確
認

す
る
の
も
楽
し
い
で
す
。

※
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
で
は
、
ご
要
望

が
あ
れ
ば
「
出
前
ワ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
町

内
会
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
や
っ
て

み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

架
ワ
イ
ン
工
場拶

２
２
‐
３
２
４
２

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

春
の
火
災
予
防
運
動

全
国
統
一
標
語

「
火
は
見
て
る　

あ
な
た
が
離
れ

る　

そ
の
時
を
」

　

４
月　

日
〜
４
月　

日
ま
で
は
、

２０

３０

春
の
火
災
予
防
運
動
で
す
。
雪
解

け
が
進
み
、
空
気
が
乾
燥
し
風
が

強
く
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節

と
な
り
ま
す
。

住
宅
防
火
の
注
意
点

虚
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

許
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
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許
た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で

喫
煙
し
、
吸
殻
は
必
ず
消
す
と
と

も
に
、
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

距
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
で
火
を
使

用
す
る
場
合
は
、
指
定
さ
れ
た
場

所
で
行
い
、
そ
こ
を
離
れ
る
時
に

は
完
全
に
火
を
消
す
こ
と
。

鋸
火
気
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

周
囲
の
可
燃
物
の
状
況
に
十
分
注

意
を
す
る
と
と
も
に
消
火
用
の
水

な
ど
を
必
ず
用
意
す
る
こ
と
。

漁
強
風
注
意
報
や
乾
燥
注
意
報
な

ど
が
発
令
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

火
気
の
使
用
は
し
な
い
こ
と
。

架
消
防
本
部
予
防
課

拶
２
３
‐
５
１
１
９

講
座
・
講
習

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

住
民
講
座　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
２
級

課
程

日　

程　

　
　

６
月
２
日
俄
〜
７
月　

日
画

１８

受
講
料　

４
０
０
０
０
円
、
テ
キ

ス
ト
代
６
８
０
０
円

定　

員　

８
名
（
申
込
者
多
数
の

場
合
は
後
日
選
考
を
行
い
ま
す
）

対
象
者　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の

１８

６０

方
で
休
ま
ず
受
講
で
き
る
方

申
込
み　

４
月　

日
峨
〜
５
月
８

１５

日
牙
の
間
に
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
受
講
申
込
書
に
よ
り
申
し

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

距
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す
。

鋸
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

漁
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

禦
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る
。

魚
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

は
平
成　

年
5
月　

日
ま
で
で
す
。

23

31

悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

林
野
火
災
の
発
生
状
況

　

春
先
は
枯
葉
が
地
上
に
積
も
り
、

下
草
も
枯
れ
て
い
る
う
え
に
、
降

雨
量
が
少
な
く
、
空
気
が
乾
燥
し
、

季
節
風
が
吹
く
な
ど
林
野
火
災
が

発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
が
重
な

り
ま
す
。
ま
た
、
火
入
れ
が
行
わ

れ
た
り
、
山
菜
取
り
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
要
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
各
地
区
の
森
林
愛
護

組
合
、
自
然
保
護
監
視
員
、
鳥
獣

保
護
員
、
森
林
保
全
巡
視
指
導
員

な
ど
も
巡
回
し
警
戒
し
て
い
ま
す
。

失
火
防
止
の
た
め
の
注
意
点

虚
枯
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を

し
な
い
こ
と
。

込
み
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
コ
ー
ス

日　

程　

４
月　

日
峨
・　

日
牙

２２

２４

　
　
　
　

９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

受
講
料　

３
５
０
０
円

定　

員　

８
名

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能

講
習

日　

程　

４
月　

日
我
・　

日
牙
・

１６

１７

　

日
画　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

１８定　

員　
　

名
１０

ロ
ー
ラ
ー
の
運
転
の
業
務
に
係
る

特
別
教
育

日　

程　

４
月　

日
俄
・　

日
峨

２１

２２

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

定　

員　
　

名
１０

車
両
系
建
設
機
械
安
全
衛
生
教
育

日　

程　

４
月　

日
峨　

２２

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

定　

員　
　

名
１０

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
業
務
従
事

者
安
全
衛
生
教
育

日　

程　

４
月　

日
我

２３

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

定　

員　
　

名
１０

架
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

拶
２
２
‐
２
６
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

中
小
企
業
大
学
校
研
修　

虚
管
理
会
計
と
経
営
意
思
決
定

　
　
　
　

５
月
８
日
牙
・
９
日
画

　
　
　
　
　
　
　

２
３
１
０
０
円

許「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」

倍
増
計
画

　
　
　
　

５
月　

日
俄
〜　

日
我

１２

１４

　
　
　
　
　
　
　

２
９
４
０
０
円

距
経
営
幹
部
実
力
養
成
講
座
（
全

３
回
）　

　
　

５
月　

日
我
〜
７
月　

日
臥

１４

１９

　
　
　
　
　
　
　

９
８
７
０
０
円

鋸
や
さ
し
い
決
算
書
の
読
み
方
・
使

い
方　
　

５
月　

日
俄
・　

日
峨

１９

２０

　
　
　
　
　
　
　

２
１
０
０
０
円

漁
現
場
改
善
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

　
　
　
　

５
月　

日
我
〜　

日
画

２１

２３

　
　
　
　
　
　
　

２
９
４
０
０
円

禦
効
率
的
な
新
規
開
拓
術

　
　
　
　

５
月　

日
俄
・　

日
峨

２６

２７

　
　
　
　
　
　
　

２
１
０
０
０
円

魚
若
手
社
員
の
「
企
業
人
」
入
門

講
座　
　

５
月　

日
我
〜　

日
画

２８

３０

　
　
　
　
　
　
　

２
９
４
０
０
円

架
中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校

　

旭
川
市
緑
が
丘
東
３
条
２
丁
目

２
番
１
号

拶
０
１
６
６
‐
６
５
‐
１
２
０
０

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

博
物
館
講
演
会

　

南
ア
メ
リ
カ
の
チ
リ
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
に
ま
た
が
る
パ
タ
ゴ
ニ
ア

地
域
。
こ
の
パ
タ
ゴ
ニ
ア
を
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
、
山
ス
キ
ー
を
用
い
て

フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
海
か
ら
チ
リ
の
温

暖
氷
河
を
紀
行
・
見
聞
し
た
歴
史
・

風
土
・
自
然
環
境
な
ど
を
温
暖
化

が
指
摘
さ
れ
る
地
球
環
境
を
軸
に

し
た
視
点
で
紹
介
し
ま
す
。

と　

き　

４
月　

日
我　

１６

　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時

と
こ
ろ　

文
化
会
館
中
会
議
室

演　

題　

嵐
の
大
地
・
南
米
パ
タ

ゴ
ニ
ア
〜
氷
河
か
ら
地
球
環
境
の

現
在
を
考
え
る
〜

参
加
料　

無
料

申
込
み　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
（
定
員　

名
）

６０

架
博
物
館　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

富
良
野
お
や
こ
劇
場
　
　
　

東
ブ
ロ
ッ
ク
地
域
講
演

と　

き　

４
月　

日
画　

１８

　
　
　
　

開
演
午
後
６
時　

分
３０

と
こ
ろ

　

瑞
穂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内　

容　

舞
台
劇
「
ワ
ー
イ
ワ
ニ

ワ
ニ
」（
劇
団
風
の
子
北
海
道
）

参
加
対
象　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で

参
加
料　

１
２
０
０
円
（
３
歳
以

下
は
無
料
）

※
会
員
以
外
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

架
お
や
こ
劇
場

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
５
８
９
４

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

平
成
　
年
度
市
・
道
営
住
宅

２０

入
居
者
募
集

　

今
年
度
の
市
・
道
営
住
宅
の
募
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集
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

入
居
希
望
者
が
公
募
戸
数
を
上

回
る
場
合
は
、
抽
選
（
公
開
抽
選
）

に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

第
１
回
募
集　

５
月　

日
〜　

日

１２

２３

第
２
回
募
集　

７
月
７
日
〜　

日
１８

第
３
回
募
集　

９
月
８
日
〜　

日
１９

第
４
回
募
集　
　

月　

日
〜　

日

１１

１０

２１

第
５
回
募
集

　
　

平
成　

年
２
月
９
日
〜　

日

２１

２０

架
都
市
建
築
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

富
山
県
高
波
災
害
義
援
金
　

受
付
に
つ
い
て

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
２
月　
２４

日
に
日
本
海
側
を
中
心
に
発
生
し

た
暴
風
の
影
響
に
よ
る
高
波
や
浸

水
な
ど
の
被
災
者
に
対
す
る
義
援

金
の
募
集
を
、
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
集
期
間　

４
月　

日
我
ま
で

３０

受
付
方
法

虚
郵
便
振
替
（
手
数
料
免
除
）

口
座
番
号　

　

０
０
７
０
０
‐
８
‐
２
８
８
２

口
座
名
義　

日
本
赤
十
字
社
富
山

県
支
部
義
援
金
受
入
口

※
振
替
用
紙
の
通
信
欄
に
「
富
山

県
高
波
災
害
義
援
金
」
と
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

※
受
領
証
の
発
行
を
希
望
の
場
合

は
、
そ
の
旨
を
通
信
欄
に
記
載
し

年年金金だだよよりり
学生のための納付特例制度について
　学生の前年所得が一定以下であれば、申請に
より免除を受けることができる制度です。
　これにもとづいて保険料を免除された期間
は、受給資格期間として算入されますが、１０年
以内に追納しないと満額の老齢基礎年金は受
けとれません。免除期間分の保険料は、卒業後
就職して収入を得るようになってから、忘れず
に追納しましょう。

学生特例（継続）の手続きが変わります
　これまでの学生納付特例の手続きは、毎年申
請が必要でしたが、平成19年度に学生納付特例
の承認を受けた方で、引き続き平成20年度も同
じ学校に在学される方については、社会保険事
務所から送られる学生納付特例申請書（ハガ
キ）に必要事項を記入のうえ、社会保険事務所
へ返送することにより、平成20年度（4月～平
成21年3月）の学生納付特例申請を行うことが
できます。
　ただし、初めて学生納付特例の申請をする方、
平成19年度の学生納付特例の承認を受けてい
ない方については、ハガキが送られないため、
社会保険事務所または市役所での手続きが必
要になります。また、在学される学校などに変
更のある方は在学期間の確認のため、ハガキに
よる申請を行うことはできませんので、社会保
険事務所または市役所で手続きを行ってくだ
さい。

保険料の支払いはお忘れなく

架市民課　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金
　　　　　　　　　　の裁定請求手続き
　昭和１８年４月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日
の前日以降に手続きをしてください。
　厚生年金の受給者は、誕生月に送られてくる
はがきが、基礎年金の手続きになりますので、
改めて手続きする必要はありません。
※必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
※市役所③番窓口にお越しください。

て
く
だ
さ
い
。

許
日
本
赤
十
字
社
富
良
野
市
地
区

の
窓
口
（
福
祉
課
内
）

架
福
祉
課　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
募
集

　

北
海
道
で
は
、
地
域
の
花
壇
づ

く
り
や
花
に
よ
る
景
観
づ
く
り
活

動
を
行
っ
て
い
る
方
を
フ
ラ
ワ
ー

マ
ス
タ
ー
と
し
て
認
定
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
富
良
野
市
で
は
こ

れ
ま
で　

名
が
認
定
を
受
け
、
自

１４

主
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

認
定
を
受
け
る
に
は

虚
活
動
経
歴
な
ど
を
審
査
し
た
上

で
北
海
道
に
推
薦
し
ま
す
。

許
認
定
講
習
会
の
受
講
が
条
件
と

な
り
ま
す
。
６
月　

日
北
見
市
留

２９

辺
蕊
町
、
７
月
３
日
札
幌
市
の
２

カ
所
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
費

用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト

・
全
道
の
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
と

交
流
す
る
機
会
が
で
き
ま
す
。

・
花
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

情
報
を
定
期
的
に
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
セ
ミ
ナ
ー
が
年
数
回
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
花
に
関
す
る
知
識
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
み　

４
月　

日
我
ま
で
都
市

３０

建
築
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

架
都
市
建
築
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
６

前年(円)
同月価格

(％)
対前月比

(円)
前月価格

本月価格　(円・税込）
単位規 格 銘 柄 品   名

平　均安　値高　値

11.1 96.1%14.8 14.3 9.2 19.4 100gは く さ い

258.8 101.6%278.0 282.4 178.0 380.0 100g赤身（刺身用）ま ぐ ろ

161.2 92.4%176.2 162.8 108.0 208.0 100g肩ローススライス豚 肉

194.0 101.2%193.9 196.2 185.0 208.0 1渥店頭売紙容器入牛 乳

5,066.6 100.0%5,111.5 5,111.5 4,140.0 5,618.0 10㎏府 県 産 米米

169.6 106.7%169.8 181.1 148.0 199.0 1袋普 通 品 6 枚
ス ラ イ ス食 パ ン

345.8 100.8%331.3 334.0 298.0 438.0 5箱紙 箱 入 りティッシュペーパー

399.4 100.0%449.9 449.9 398.0 598.0 1箱濃縮1.2手箱入り洗 濯洗剤

72.6 99.4%100.0 99.4 98.0 101.0 1渥白灯油（ローリー）灯 油

4,768.3 100.0%4,772.7 4,772.7 4,040.0 5,250.0 5逢体 積 買 いプロパンガス

129.7 100.0%153.1 153.1 153.0 154.0 1渥レ ギ ュ ラ ーガ ソリン

164.7 100.0%163.3 163.3 147.0 210.0 1枚ワ イ シ ャ ツクリ―ニング

消費生活
モニターが毎月
調査しています。

問 合問 合 せせ
消費生活センタ消費生活センターー
拶拶３９‐ １１６３９‐ １１６６６物価の動き２月
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■今回「健康づくり研修会」に取材でお邪魔しまし
た。先生の話では、テレビのリモコンを使わないな
ど、毎日少しでも身体を動かすことがメタボに対し
て効果があるということでした。“これなら出来る”
と思い、早速、テレビのリモコンを使わない生活を
試してみましたが、すぐに不便すぎて挫折…（と）

■３月３０日私の住む弥生町でもガイアナイトに参
加。電気を消してローソクの灯りで２時間過ごしま
した。取材先のふらの市民環境会議で、毎月ガイア
ナイトを行い、地球温暖化防止のため行動しようと
提案がありました。観光の街だけでなく環境の街と
してもＰＲしたいですね。（さ）

編集

後記

春
雪
に
静
か
な
ひ
と
日
レ
ー
ス
編
む

池
田
　
綾
子

夫
留
守
の
寒
灯
低
き
深
雪
か
な

手
代
　
満
恵

ま
だ
生
き
る
顔
し
て
二
人
の
ご
っ
こ
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
無
月

ペ
ン
ギ
ン
の
散
歩
ほ
こ
ほ
こ
春
待
て
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
　
弘
子

ウ
ソ
一
つ
言
う
て
悔
み
し
四
月
馬
鹿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
澤
か
を
り

は
ぢ
ら
ひ
を
覚
え
し
少
女
つ
く
つ
く
し

上
坂
　
睦
美

満
天
の
星
の
煌
め
く
北
の
峰
明
る
く

点
せ
り
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
　
　
　
　
　
　
岡
野
　
愛
子

咲
き
匂
ふ
花
の
ご
と
く
に
雛
人
形

ほ
ほ
え
み
て
ゐ
る
ぼ
た
ん
雪
の
日
　
　
　
富
永
ス
ミ
子

病
む
も
の
の
お
ら
ぬ
め
で
た
さ
寒
の
 木
瓜
 

ぼ　

け

雪
の
窓
辺
に
く
れ
な
ゐ
に
咲
く
　
　
　
　
森
高
　
緑
子

二
人
目
を
身
籠
り
し
嫁
御
悪
阻
お
も
し

そ
の
身
案
じ
て
無
事
を
祈
り
ぬ
　
　
　
　
鎌
田
　
敬
子

八
十
路
越
へ
卒
寿
の
坂
を
登
り
ゆ
く

急
が
ず
あ
せ
ら
ず
心
お
き
な
く
　
　
　
　
赤
沼
　
ひ
さ

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　
　　　　　　　　　午前８時～８時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　４月２６日臥　午前１０時～１０時４５分

　

西
脇
市
の
黒
田
庄
町
田
高

に
あ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、

「
裕
・
遊
」
を
テ
ー
マ
に
郷
土

出
身
の
高
橋
正
訓
さ
ん
（
島

根
大
学
教
授
）
が
デ
ザ
イ
ン

し
、
平
成
２
年
３
月
に
完
成

⑯

子
午
線
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ

し
ま
し
た
。

　

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
中

央
が
東
経
１
３
５
度
線
上
に

な
り
ま
す
。

　

周
辺
の
加
古
川
堤
防
沿
い

に
は
、
た
く
さ
ん
の
桜
が
植

え
ら
れ
て
お
り
、
春
に
な
る

と
多
く
の
方
が
訪
れ
る
人
気

の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
広
報
に
し
わ
き
３
月
号
よ

り
）


